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動詞の活用
てある）
完了katJai（またはkatJan）（書い
た）
上記の諸形式は活用形では終止形にあたる。
奄美方言では終止形に二つの形があらわれるが，
志戸桶方言でも，たとえば「基本」ではｋａｋｊ－
ｕｉとkakjunの二つの語形があらわれる。
上記の諸形式は各々がまた活用していく。
志戸桶方言の動詞には，他の奄美。沖繩方言
と同様に，「基本」「継続」「既存」「完了」
の語形替変がある。「書く」に関する形式で示
すと，次の通りである。
基本kakjui（寡たはkakjun）（書く）
ず．－－－
継続katJuZi（またはkatJuXn）（書い
ている）
既存katJeXi（またはkatJeXn）（書い
1．「基本」の活用
連用形ｋａｋ－ｉ＜busa＞（書きたい）
連用派生語幹に語尾が結合して形成される活
用形には，次のようなものがある。
未然形kakiur-a＜ba＞（書きおらぱ）
条件形kakiur-i＜ba＞（書きおれば）
命令形ｋａｋｉｕｒ－ｉ（書きおれ）
終止形１ｋａｋｊｕ－ｉ（書く）
終止形２kakju-n（書く）
連体形kakju-n＜ts7u＞（書く人）
準体形kakju-＜ｍＩ＞（書くか）
推量形kakjur-oX（書くだろう）
これらの活用形は通時的には連用形ｋａｋｉに
ｕｒｉ（居り）が結合して成立したものである。
また，その成立の初期においては，これらの形
式は「進行」の意を表わしていたことも文献上
の研究で明らかにされている。
１．１「基本」kakjui（書く）の活用
kakjui（書く）を例にとって「基本」の活
用について述べる。
「基本」の活用は基本語基語幹・連用派生語
幹・音便語基語幹に語尾が結合して形成される。
まず，基本語基語幹に語尾が結合して形成さ
れる活用形には，次のようなものがある。後接
する形式をく＞の中に入れて示す。
志向形ｋａｋ－ａ（書こう）ｋａｋ－ｏＸ（書
こう）
否定形kak-a＜､＞（書かない）
ｋａｋ－ａＸ（書かない）
未然形ｋａｋ－ａ＜ba＞（書かば）
条件形ｋａｋ－Ｉ＜ba＞（書けば）
命令形ｋａｋ－Ｉ（書け）
禁止形ｋａｋ－ｕ＜､a＞（書くな）
６５－
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連用派生語幹系列の活用形に，もと「進行」
の意があったということは，志戸桶方言の場合
にも認められる。たとえば，未然形。条件形・
命令形に「～しおる」の意があることは，基本
語基語幹系列の未然形。条件形・命令形と比較
すればはっきりする。また，これらの活用形は
形態的にもｋａｋｉ（書き）に「居り」にあたる
形式が結合して成立していることをよく示して
いる。
但し，同じく連用派生語幹系列でありながら
終止形。連体形・準体形・推量形は「～しおる」
という「進行」の意は表わさず，「～する」と
いう「基本」の意を表わすのはなぜかという問
題がある。これらの活用形も，もと「進行」の
意を表わしていたものと解されるが，しかし，
基本語基語幹系列にこれらの活用形がないため，
従って，また「基本」と「進行」の意味的はり
あい関係も保ちにくくなったため，「進行」の
意が次第に失なわれていって，普通よく用いら
れる「基本」への意味移行をきたしたものと解
される。因にそれらの活用形は形態的にもｋａ戸
ｋｉ（書き）とｕｒｉ（居り）が融合してしまい，
ｋａｋｊｕ－となっている。
現在では基本語基語幹と連用派生語幹で形成
される活用形は互いに相補うかたちで「基本」
を表わしているものと解される。但し，未然形
・条件形・命令形のように両語幹系列の活用形
が平行してあらわれるところでは，連用派生語
幹系列のものには「進行」の意が認められる。
前述したように，連用派生語幹系列の活用形
は連用形ｋａｋｉ（書き）にｕｒｉ（居り）の結合
したもので，そのｕｒｉの部分が語形替変を起し
たものであるが，終止形２のみは、連用形ｋａ－
ｋｉ（書き）＋ｕｒｉ（居り）＋ｍｕ（意志・推
量の助動詞「む」に対応する形式）から成立し
ているものと解される。
以上のように連用派生語幹は語基に連用形を
有しており，連用派生語幹という名称もそこに
基いている。
次に，音便語基語幹に語尾が結合して形成さ
れる活用形には接続形のkatJi（書いて）があ
る。katJiはkatJ-iと分析され，ｋａｔＪが音便
語基語幹である。katJi（書きて）は，これま
で「基本」「継続」等に対して「のちどき」を
あらわすものとみてきたが，しかしこれもやは
り，連用派生語幹系列の活用形と同様に，「基
本」の活用を補う，いわゆる補助活用とみた方
が妥当のように解される。katJiは通時的には
「書きて」に対応する。
以上述べてきた「基本」を表わすｋａｋｊｕｉ（
書く）の活用を表にして示すと，第１表の通り
となる。
第１表ｋａｋｊｕｉ（書く）の活用
|霧農 ，禁止形
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前述したように，「基本」の活用は基本語基
語幹・連用派生語幹・音便語基語幹に語尾が結
合して形成される。そこで活用を基本語基語幹
・連用派生語幹・音便語基語幹の末尾音の違い
によって分類してみると，次の５類に分かれる。
基本語基語幹の具体例としては，未然形・命令
形・連用形の語幹をあげ，連用派生語幹の場合
は終止形の語幹をあげる。なお，Ｃは子音，ｖ
は母音を表わす。
表では連用派生語幹は終止形の語幹に合わせて
表示し，語幹末尾音のｒは語尾の部分に入れて
ある。また，表中の－印は語幹が直ちに接辞に
接していくことを示す。
１．２「基本」の活用体系
ｋａｋｊｕｉ（書く）も含めた志戸桶方言の「基
本」を表わす動詞の活用を調査し，整理・体系
化した結果について以下記述する。
基本語基語幹
連用派生語幹
終止形
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（１）Ｉ類の活用
Ｉ類の活用はｋａｋｊｕｉ（書く）に代表される
ものである。Ｉ類の活用は語幹末尾に具体的に
どんな音がくるかによって，次の８種に分類さ
れる。また，イ・ロ等はこれを更に下位分類し
たものである。
基本語基語幹
連用派生語幹
終止形
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第 2表
{志戸橋方言@動詞活用表)
分 舌日五口 二J向Cどt 否定
扶7未E 形条件 I 令形命 志フiZ-j二之F 連用
終 終
連形体 体準 推量 接続形止 止 所 属 動
類 幹 汗ヲ 形 芳三 汗ヨ 形1 耳元 形 汗ヲ
kak a，o! a，a! a 1 1 u 1 Fatarakjui (働く)
1イ 書 く kakju 1 n n ro! 
kaもJ 1 
? ik I1 ノ I1 I1 !I ノ /ノ I1 11 
1ロ 行 く ? ikju I1 /ノ! I1 I1 /ノ
? id3 I1 
FU D /ノ I1 /ノ/ノ !I 11 
2イ 漕 くず FU DJu /ノ 11 /1 I1 
Fud3 I1 
SiU /ノ I1 /ノ ノ II I1 I1 I1 
2ロ死ぬ S iUj 1 11 11 11 11 I1 
S id3 1I 
f 1 S S I1 I! I1 I1 I1 1/ 
殺日 す fiJS l 1 11 3 
FlSSU 11 !I 11 /1 I1 
ntもJ I1 
tat 1/ I1 11 Iノ /ノ l I 11 
主}L taもJ
1/ 
4 -') 
taもSu II I1 I1 !! 
ta tS !I 
tub ノ /ノ I1 1I I1 /ノ /1 '1 I1 
5イ 飛ぶ tubju I1 11 I1 I1 !I 
tud 11 
k'1ubb ノ /ノ 1/ /1 I1 1/ I1 /ノ I1 
5ロ 結ぶ k'1ubb j u 11 I1 I1 /ノ I1 
k'1utもJ 11 
nibb ノ I1 I1 /ノ I1 I1 I1 I1 11 habbjui (被る)
5ハ 眠 る nibbj 11 11 ノ 11 11 
111tt 11 
J U口1 I1 ノ 11 1，ノ I1 I1 /ノ ノ /1 ts'1ummjui (包む)
6 HでiJーc む JumJll I1 11 I1 I1 I1 kamjui (食う)
jud I1 
tur 1/ I1 I1 I1 I1 1 1 /ノ ha j ui (刈る)
取 tu 1 
I1 
7イ 包-/コ
tuju /ノ /ノ I1 I1 I1 
tllt I1 
1 r 1/ I1 1/ /.ノ ! ノ 1 l I1 ?umo!jui (いらっしゃる)
切 k7 i n 
I1 日ij u i (着る)
7ロ る
nijui (煮る)mijui (見る)k'1 i ju I1 1/ I1 I1 I1 
k7 itS I1 jijui (坐る)
wara!もV /ノ/ノ /1 11 /ノ 1/ // ノ
wara! r 1 l ?ara!jui (洗う) ?umujui 
8イ 笑 つ も;vara: n /1 (思う)
wara:ju I1 11 1/ I1 11 
wara:t 11 
FO! w /ノ I1 11 11 /ノ
fO! r 11111// 11 1 l 
8ロ 貝 つ') fO! n // 
fO! J U 11 I1 11 11 11 
トー
fO! t 1/ 
?iw 11 !I 1/ I1 
?ir 11 11 ノI I1 I1 1 1 
8ハ 6 コ つ ?i n 11 
? i ju /ノ I1 I1 11 1/ 
? i tS 11 
(7話n、)(bばa) (bばa) (1~) 慌na止) bfu こsa η(lもuno企 (ロか1) (い) のは)
主な接尾形式
れrるln ) !宅521) (iiまanでl) (tたan) 
(せsるun) (~ ヤaれssa、) (mまadi で)
F(aはdずzu ) lこし、)
m(p なJ自o:-) (ta度bi ) 
(?e問:d)a 
(Jでe.すn) 
du (ぞ)
mu(も)
I1nJya に)
委員
?
。 ?
?
?? ?
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7ロ r r (， ) 
8イ w w (， ) 
8ロ w， r w，r (， ) 
8ハ w， r w， r (， ) 
なお， (，)は音韻レベルであらわれる音素である。
以上の分類に基いて， I類の活用体系を示す
と，第 2表の通りになる。第2表では連用派生
語幹で形成される未然形@条件形@命令形は
示していない。これは kakjui(書く)以外の
動詞においても， kakjuiと全く同じように活
用する，すなわち同形語尾があらわれるという
ことから，表をできるだけ複雑にしないために
省いた。また， SLDjui (死ぬ)は Fu:gjui ( 
漕ぐ)と全く同じ活用であるが，上代国語や他
(ヲ)ju (ヲ)
。)j u (，)
。)j u (，) t 
。)juら)
書:し、ても私は書かない)
?o:gen kaka n jai (とても書かないね)
k?ika n do! (聞かないぞ。許さないぞ)
da ja ?ikjun nja ?jka n na (君は行く
か行かないか)
?ika n su d3a ja:: (行かないのだね)
jurusa n dor (許さないぞ)
m i d z u s e: r a n uma n (水さえ飲まない)
wano! tura n (私は取らない)
tura nも.Jiも，Si kara tu tun do! (取らないと
の方言との比較上，同じ活用でも表示しておいた。 言ってから取っているぞ)
この I類に属して活用する動詞は比較的多い。 ?areA SitもJummun ha tara n (彼は知っ
これからすると，この活用型は規則活用と称す ているが教えてくれない)
ることができる。 ?ure:::もJo: mu wakara n (これさえわか
以下，各活用形の用例を示す。 らない)
約志向形 ta: sari ba FO! wa n (高ければ買わない)
志向形には -a，-0::の両形があらわれる。 -a:形はそのままで否定をあらわす。
mad3i::: n i d3i ~ kaka j a:: (一緒に字を書こ wano::: kaka: (私は書かない)
うね) si rabitam mun d3a Ua wakara! (調べた
wa:g kaka j a! (私書こうね) けれどもわからない)
wam mu mad3i! n i kako::: ((私もー諸に書こ mIdzu se! ra numa! (水さえ飲まない)
う) wano::: tura::: (私は取らない)
wam mu mad3i::: n i kamo::: (私も一緒に食べ
よう)
mad3i:::ni tura ja:: (一緒に取ろうね)
m a d3i : ni t u r 0 j a ~十一緒に取ろうね)
付) 否定形
否定形にも -a，-a::の両形があらわれる。
-a形は n(ない?否定 )iこ接する。
da ja ka可imu wanoi kaka n do! (君は
pe! sa wi:: t i mu man i ?o::wa:: (早く起き
ても間に合わない)
(吟未然形
wa Ua kaka ba mi ri ja (夜、が書いたらみ
なさい)
wa Ua tura ba mut可i? ik i.・ (私が取った
ら持っていけ)
?uttu ni kaka sun (弟に書かせる)
- 70-
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ｔｓ７ｕｎｉｋａｋａｓｕｎ（人に書かせる）
７uｔｕｔｕｎｉｔｕｒａｓｕｉ（弟に取らせる）
Ｆｕｒｉｄ５ｉｄ５ｉＸＯａｋａｋａｒｉｎ（これで字が
書かれる）
ｊｏＸｎｅＺｇａｔａＸｊａｐＩＸｓａｎａｔｉｓｕｔｕｋａｉO
7id5iraraz（夕方は寒し､から外へは出られ
ない）
７ｉＤｇａＸｎｉｋ７ｗａｒｉｎｄｏＸ（犬にかまれる
ぞ）
warablntJaXnimadIwarawarin（子供
にまで笑われる）
ｔａＸｓａｎｓｅＸｊａＦｏＸｗａｒａＸ（高い酒は買え
ない）
連用派生語幹系列の未然形の用例は次の通り。
ｗａＯａｋａｋｉｕｒａｂａ７ａｔｕｋａｒａｔｕｎｎｊａｋｕＸ
ｊａＸ（私が書きおらば後から取りに来いよ）
kakiurasun（書きおらす）
②条件形
ｄａＯａｋａｋＩｂａｗａＯａｊｕｍｊｕｎｄｏＺ（君が
書いたら私が読むぞ）
ｄａＤａｋａｋｉｂａｊｕｔａｓａｍｍｕｎ（君が書けば
よいものを）
７amakai？iｋＩｂａｂｕｔｉｒａｒｉｎｄｏＸ（あそ
こへ行けば叱られるぞ）
ｗａＤａｔｕｒｉｂａｍｕｔｔＪｉ？ｉｋＩ（私が取れば
持って行け）
連用派生語幹系列の条件形の用例は次の通り。
ｄａＸｋａｋｉｕｒｉｂａ？ａｔｕｋａｒａｔｕｎｎｊａ
ｋｊｕｘｎｄｏｘ（君が書きおればあとから取りに
くるよ）
㈹命令形
ｄ５ｉＸｋａｋＩ（字を書け）
ｄａＸｋａｋＩｊｏＸ（君書けよ）
ｄ５ｉＸｋａｋｊｕｔｅＸｋａｋＹ（字を書くならば書
け）
d5iXkatJuXteX？abIrannen？ukl（字
を書いているならば呼ばないでおけ）
ｗａＤａｋｕｒａｂａ７ｉｋｌｊｏＺ（私が来たら行け
よ）
tujuntJ?oXnarabIjoX（取る人は並べよ）
ｗａＤａｋａｋａｂａｍｉｒｉｊａ（私が書いたら見
れよ）
ｗａＤａＪｉｒａｂａｍｉｒｉｊｏＸ（私がしたらみな
さい）
ｐｅＸｓａｔｕｒｉ（早く取れ）
ｓｓａｔｕｒｉ（草を取れ）
ｋｊｕＸｎｔＪ７ｕｍｕｋｅＸｒｉｊｏ（来る人迎えよ）
連用派生語幹系列の命令形の用例は次の通り。
d5iXkakjuZri（字を書きおれ）
⑰禁止形
Ｆｕｍａｎｉｄ５ｉＺｋａｋｕｎａ（ここに字を書く
な）
ｄａｊａｋａｋｕｎａ（君は書くな）
ｓｓａｔｕｎｎａ（草を取るな）
ｗｕｓｕ７ｉｎｎａ（うそいうな）
㈱連用形
次のような助動詞等に接する
ｄ５ｉＸｋａｋｉｂｕｓａｊａＸ（字を書きたいね）
ｓｓａｔｕｉｂｕｓａ（草を取りたい）
ｗａＤａｋａｋｉｂｕｓａｎ（私が書きたい）
７amakai？ｉｋｉｂｕｓａ（あそこへ行きたい）
ｗａｎｏＸｋａｋｉｊｕＸｓｕｉ（私は書くことができ
る）
kakin9oXjui（mpjoXjui）（お書きになる）
ｋａｋｉ７ａｍｍａｓａｎ（書きにくい）
ｋａｋｉｊａｓｓａｎ（書きやすい）
次のような助詞等にも接する。
ｊｕｍｉｍｕＪｉｒｉｂａｋａｋｉｍｕｓｕｎｄｏＸ（読
みもすれば書きもするぞ）
ｋａｋｉｎｎｊａ７ｉｋｊｕｎ（書きに行く）
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ｋａｋｉｄｕｓｕｒｕ（書きぞする。書くんだ）見ながら）jijaXnu（坐りながら）
？ａ９０ａｋａｋｉｄｕｓｕｒｕ（彼が書きぞする。ｗａｒａＺｊａＸｎｕ（笑いながら）？araXjaX-
彼が書くんだ）ｎｕ（洗いながら）？ｕｍｕＸｊａＺｎｕ（思い
ｊａ（は）に接する時は融合をおこす。ながら）ＦＯＸｊａＸｎｕ（買いながら）
kakeX（←ｋａｋｉｊａ）ＪｉｒａｎｄｏＸ（書きは７ijaXnu（言いながら）
しないぞ）ｊｅｘｎに接した場合
また，jaXnu（～しながら）ｊｅＸｎ（です。FatarakeXn（働きます）7ikeXn（行き
ます）に接する時も融合をおこす。ます）FuOeXn（漕ぎます）JiOeXn（
d5iXkakjaXnu（←ｋａｋｉｊａＸｎｕ）ｋａＤＯ６Ｘ死にます）FiJjeXn（殺します）
ｊｕｎ（字を書きながら考える）tatJeXn（立ちます）tubeXn（飛びます）
kakjaXnu（←ｋａｋｉｊａＺｎｕ）ｊｕｍｕｎ（書きｋ７ｕｂｂｅＸｎ（結びます）nIbbeZn（眠り
ながら読む）まず）habbeXn（被ります）ｊｕｍｅＸｎ（
ｓｓａｔｕｊａＸｎｕ（←ｔｕｉｊａＸｎｕ）ｊａｓｅＸｔｕ－読みます）ｔｓ７ｕｍｍｅＸｎ（包みます）
tｕｎｄｏＸ（草を取りながら野菜を取っているよ）ｋａｍｅＸｎ（食べます）tujeXn（取ります）
d5iXkakeXn（←ｋａｋｉｊｅＸｎ）（字を書きhajeXn（刈ります）k7ijeXn（切りま
ます）す）７uｍｏＸｊｅＸｎ（思います）k7ijeXn
？atJaXkakeXn（←ｋａｋｉｊｅＸｎ）（明日書（着ます）nijeXn（煮ます）mijeXn
きます）（見ます）ｊｉｊｅＸｎ（坐ります）
他の動詞がｊａＸｎｕ（～しながら）ｊｅＸｎ（warajeXn（笑います）？arajeXn（洗
です，ます）に接した時の形も示すと，次の通います）？umujeXn（思います）
り。ＦｏＸｊｅＸｎ（買います）？ijeXn（言いま
ｊａＸｎｕに接した場合す）
FatarakjaXnu（働きながら）７ikjaXnu 連用形はまた，次のような形式体言にも接す
（行きながら）FuDjaXnu（漕ぎながら）る。
ＪｉＯｊａＸｎｕ（死にながら）FIssaXnu（殺kakikataXjassan（書き方はやすい）
しながら）tatJaXnu（立ちながら）ｔｕｉｎｅｎｔｕｂｉｓｏＸ（鳥の飛びようだ。鳥が
tubjaXhu（飛びながら）k7ubbjaXnu（飛ぶみたいだ）
結びながら）nIbbjaXnu（眠りながら）③終止形l
habbjaXnu（被りながら）ｊｕｍｊａＸｎｕ（ｄ５ｉＸｋａｋｊｕｉ（字を書く）
読みながら）ｔｓ?ｕｍｍｊａＸｎｕ（包みながら）ｊｅＸｊａｊｕＸｎｕｍｊｕｍｍｕｎｄ５ａＤａｊｕＸ
ｋａｍｊａZｎｕ（食いながら）tujaXnu（取patarakjui（酒はよく飲むけれどもよく働
りながら）hajaXnu（刈りながら）<）
ｋ７ｉｊａＸｎｕ（切りながら）？uｍｏＸｊａＸｎｕ（？akkjaXnujumjui（歩きながら読む）
いらっしやりながら）ｋ７ｉｊａＸｎｕ（着ながｈａｍａｔＪｉＤａｊａｍｊｕｎｎａｔｉｋｊｕＸｊａｊａｓｕ－
ら）nijaXnu（煮ながら）mijaXnu（mjui（頭が痛いから今日は休む）
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ｄａＤａｔｕｊｕｎｎｊａ（君が取るか）
ｍｉｊｕｎｄｏＸ（見るぞ）
ｔａＸｓａＯａｔＪ７ｉＯａｊｕｎ（高さが違う）
ＦｕｎｔａＸｓａｋａｒａＦａＸｊｕｎ（この高さからは
かる）
回連体形
kakjummunoXnuXDa（書くものはなにか）
７arinaJipatarakjunts7uwurandoX
（彼のように働く人はいない）
tujuntJ7oXnarabljoZ（取る人は並びな
さい）
ＦｏＸｊｕｎｔＪ?ｏＸｗｕｒａｎ（買う人はいない）
ｎｕＸｍｕ？ｉｊｕＯｋｕｔｏＸｎｅＸｒａｎ（なにも言
うことはない）
d5ikakjuntabinidarijun（字を書く度
に疲れる）
ｗａＯａｋａｋｊｕｎ？eXdamattluri（私が書く
間待っておれ）
ｎａＸｍｉＤａｋａｋｊｕｎＦａｄｚｕｄ５ａ（あなたが書
くべきだ）
？ａＤＤａｋａｋｊｕｎＦａｄｚｕｄ５ａ９ａ（彼が書く
はずだが）
ｔｓ７ｕｋｉｎｕ７ａＤａｊｕｍｍａｄＩｍｕｐａｔａｒａｋjun
（月の上がるまで働く）
？ujantJaXnu？ｉｊｕｎｔｕＸｉｎｉＪｉｒｉｊｏＸ
（親の言う通りにしなさいよ）
連体形にはkakjun（書く）以外にkakiX-
nという形もあらわれる。
ｗａＯａｋａｋｉＺｍｍａｄＩ？ａｒｅＸｋｕｒａｎｔａｎ
（私が書くまで彼は来なかった）
ｗａＤａｋａｋｉＸＯＯａｎＩｋｕｒａｎｔａｎ（私が書
くまで来なかった）
tuiDOanlmattJura（取るまで待っていよ
う）
他の動詞の例も示すと，次の通り。
Ｃｌｎｎａｉｔｕｊｕｉ（木の実をとる）
ｔａＸｓａｂａｋｋａｉＦａＸｊｕｉ（高さばかりはかる）
７ａｎｔａＸｓａＯａｎＩ？ikkjaXjui（あの高さま
で届く）
Ｆｕｓａｔｕｔｉ？ｕｍｏＸｊｕｉ（草をとっていらっ
しゃる）
Ｊｉｍｂｕｎｊｕｄｉ？ｕｍｏＸｊｕｉ（新聞を読んでい
らっしゃる）
FuniFud5i,uｍｏＸｊｕｉ（舟を漕いでいらっ
しゃる）
７ａＯＤａｋｕｒｉｂａｗａｋａｊｕｉ（彼が来ればわ
かる）
ｔａＸｓａｍｕｗａｋａｊｕｉ（高さもわかる）
ｔａＺｓａｄ５ｉｗａｋａｊｕｉ（高さでわかる）
㈹終止形２
d5iZkakjun（字を書く）
ｗａＯａｋａｋｊｕｎｄｏＸ（私が書くぞ）
ｄａＤａｋａｋｊｕｎｎｊａＸ（君が書くか）
ｔｓ?ukinu7a9ajummadImupatarakjun
（月の上がるまで働く）
ｋａｋｉｎｎｊａ？ikjun（書きに行く）
ｔｓ?ｕｍｕｋｅｎｎｊａ？iｋｊｕｎｄｏＸ（人を迎えに
行くぞ）
d5iXkatJikara？ikjun（字を書いてから
行く）
ｗａＯａ７ｉｋｊｕｎ（私が行く）
ｊａＺｋａｉ７ｉｋｊｕｎｄｏＸ（家へ行くぞ）
ｗａＤｋａｉ７ｉｋｊｕｎ（湾部落へ行く）
hakoXQiXd5its7ukkjundoZ（箱は木
でつくる）
ｐａｍａｄ５ｉ？asubjundoX（浜で遊ぶぞ）
ｔｕｂｊｕｎｄｏＺ（飛ぶぞ）
ｄａＤａｋａｋｌｂａｗａＯａｊｕｍｊｕｎｄｏＸ（君が
書けば私が読むぞ）
ＱｉＸｎｎａｉｔｕｊｕｎ（木の実をとる）
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FatarakiXn（働く）？ikix、（行く）
ＦｕＤｉＺｎ（漕ぐ）ＪｉＯｉＸｎ（死ぬ）
FIjJiXn（殺す）tabjiXn（立つ）
ｔｕｂｉＸｎ（飛ぶ）ｋ?ubbiXn（結ぶ）
nIbbiXn（眠る）habbiXn（被る）
ｊｕｍｉＸｎ（読む）ＭｕｍｍｉＸｎ（包む）
ｋａｍｉＺｎ（食う）ｔｕｉＸｎ（取る）
ｈａｉＸｎ（刈る）ｋ?iＸｎ（切る）
？umoXin（いらっしゃる）ｋ７ｉＸｎ（着る）
ｎｉＸｎ（煮る）ｍｉＸｎ（見る）ｊｉＸｎ
（坐る）warain（笑う）？arain（洗
う）７umuin（思う）ＦｏＸｉｎ（買う）
？ixn（言う）
上記の連体形の形は沖永良部等のhakkinu
（書く）等とつながる形かもしれない。
紛準体形
助動詞ｔaｎ（た，過去），助詞、Ｉ（か，疑
問），ｓｕ（の，準体動詞），ｔｅＸ（～ならば，
条件）等に接する。
ｎａＸｋａｋｊｕｔａｎ（もう書いた）
ＦｕｒｅＸｔａＯＤａｋａｋｊＵｓｕｊｏ（これは誰が
書くのか）
nuDajJiFumanid5iXkakjusoX（どうし
てここに字を書くのか）
ｄａＸｊａｄ５ａＸｋａｉ？ｉｋｊｕｓｕｊｏＸ（あなた
はどこへ行くのか）
ｓｓａｔｕｊｕｓｕｎａ（草を取るのか）
？atuniduttsuinukujusuna（あとに１
人残るのか）
ｊｏＸｄ５ｉｎＪｉｒｉｔＪｉ７ｉｊｕｓｕｄｏＸ（用心しろ
というのだぞ）
ｗａＯａｋａｋｊｕｍｌ（私が書くか）
ｄ５ｉＸｋａｋｊｕｔｅＸｋａｋＩ（字を書くならば書
け）
？ａｍＩＦｕｔｅＸｊａｍＩｊｕｉ（雨が降るとやめ
る）
ｗａＤａｔｕｊｕｔｅＸｄａｊａｔｕｎｎａｊｏＸ（私
が取ったらお前は取るなよ）
他に，ｔｅＸに接する例を示すと，次の通り。
FatarakjuteX（働くならば）？ｉｋｊｕｔｅＸ
（行くならば）ＦｕＤｊｕｔｅＸ（漕ぐならば）
ＪｉＤｊｕｔｅＸ（死ぬならば）ＦＩｓｓｕｔｅＸ（殺
すならば）ｔａｔＪｕｔｅＸ（立つならば）
ｔｕｂｊｕｔｅＸ（飛ぶならば）ｋ７ｕｂｂｊｕｔｅＸ
（結ぶならば）nIbbjuteX（眠るならば）
habbjuteX（被るならば）ｊｕｍＩｔｅＸ
（読むならば）ｔｓ７ｕｍｍｊｕｔｅＸ（包むなら
ば）ｋａｍｊｕｔｅＸ（食べるならば）ｔｕｊｕ
ｔｅＸ（取るならば）ｈａｊｕｔｅＸ（刈るなら
ば）ｋ７ｉｊｕｔｅＸ（切るならば）？uｍｏＺｊｕ
ｔｅＸ（いらっしゃるならば）ｋ?ｉｊｕｔｅＸ
（着るならば）ｎｉｊｕｔｅＸ（煮るならば）
ｍｉｊｕｔｅＸ（見るならば）ｊｉｊｕｔｅＸ（坐
るならば）warajuteX（笑うならば）
７arajuteX（洗うならば）７ｕｍｕｊｕｔｅＸ
（思うならば）ＦｏＸｊｕｔｅＸ（買うならば）
？iｊｕｔｅＸ（言うならば）
②推量形
２aDOakakjuroX（彼が書くだろう）
？atJaX？ikjuroX（明日行くだろう）
？aＯＤａｊｕｍｊｕｒｏＸ（彼が読むだろう）
？aODatujuroX（彼が取るだろう）
③接続形
ｄａｊａｋａｔＪｉｍｕｗａｎｏＸｋａｋａｎｄｏＺ（君は
書いても私は書かないぞ）
katJibakkaiwun（書いてばかりいる）
d5iXkatJikara？ikjun（字を書いてから
行く）
katJeX（←ｋａｔＪｉｊａ）？iｋａｎｄｏＸ（書い
てはいけないぞ）
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７id5i（行った）
tatui（立った）
ＭｕｔｔＪｉ（結んだ）
jｕｄｉ（読んだ）
k7itJi（切った）
FOXti（買った）
FｕｎｉＦｕｄ５ｉ７ｕｍｏＺｊｕｉ（舟を漕いでおられ
る）
nｎｊａｍａｍａｄＩｍａｔｔＪｉｍｕｋｕｒａｎｓｏＺ（今
まで待っても来ないよ）
ｊｉｍｂｕｎｊｕｄｉ７ｕｍｏＺｊｕｉ（新聞を読んでお
られる）
ｓｓａｔｕｔｉ？uｍｏＸｊｕｉ（草を取っておられる）
ssatutikjurasasun（草をとってきれい
にする）
naFakaramudutikjundoX（那覇から戻
ってくるぞ）
接続形はそのままの形で「～した」という過
去の意も表わす。
d5iXkatJi（字を書いた）
FuniFud5i（舟を漕いだ）
FItJi（殺した）
ｔｕｄｉ（飛んだ）
niItti（眠った）
tuti（取った）
waraZti（笑った）
７itJi（言った）
（２）Ⅱ類の活用
Ｈ類の活用は？ukIjui（受ける）に代表さ
れるものであるが，基本語基語幹ＣＶＣのＶの
ところがＩであるかｉであるかによって，甲類
・乙類に分けられる。甲類は語幹末尾子音にど
んな音がくるかによって（具体的には連用形の
語幹の末尾子音にどんな子音がくるかによって）
さらに５種に分けられる。
甲類
基本語基語幹
〆￣￣－－
未然形命令形連用形
ｋＩｒｋｌｒ ｋ
Ｄ１ｒＯ１ｒ ９
ＱＩｒＧ１ｒ Ｃ
ｂｌｒｂＩｒ ｂ
（，)Ｉｒ（，)Iｒ（,）
音便語基語幹
接続形
ｋＩｔ
ＤＩｔ
ｑｆｔ
ｂｌｔ
（,)１ｔ
連用派生語幹
終止形
ｋＩ(,)ju(,）
０１(，)ju(,）
９１(，)ju(，）
ｂｌ(,)ju(,）
（')Ｉ(')ｊｕ('）
１
２
３
４
５
乙類
ti(，)ju(，） ｔｉｔｔｉｒ ｔｉｒ ｔ
但し，この分類もまだ十分でなく，より多く
の語を調査していけば，もっと精密な分類が可
能である。
以上の分類に基いて，Ⅱ類の活用体系を示す
と，第３表・第４表の通りになる。この活用型
に従って活用する動詞もＩ類についで比較的多
いところから，これも規則活用と称しうる。以
下，各活用形の用例を示す。
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第３表
Ｉ類甲 （志戸桶方言・動詞活用表
一命令形
１
終
止
形
｜撫止形一 ２
１
ｌ
「 膳 ｌ接続形
？ｕｋｌｒ
［ ■■Ｆ■円■■■■■■■■■Ｉ￣￣■■■■■■■■7ａＵＩｒ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■四四回■■■■■■■■■■〃〃〃〃■■日■■■■■〃？ａｂｌｒ 〃■■■■■■■■■■
？ａｂｌＪｕ
7ａｂｌｔ
ｗｌＸｒ〃″″〃〃〃〃〃
w1X■■■■■■■■■■■■|■■
Ｗ１ ■■■■■■■■■■■■■
■■
ｗｌＸＪｕ
－７６－
分
類
語
幹 志向
形
否
定
形
未
然
形
条
件
形
命
令
形
禁
止
形
連
用
形
１
終
止
形
終
止
形２
連
体
形
準
体
形
推
量
形
接
続
形
１ 受ける
? Ｉ
?ｕｋＩ
?ｕｋ
７ｕｋＩ Jｕ
７ｕｋＩｔ
a,ｏＸ a,ａＸ ａ
○
１
●□■ユ ｕ
、
卯
１
●■曰乙 、 、 ｒｏＸ
●
１
２ 上げる
７ Ｄ
７ａＤＩ
?ａ０
?aDIju
７ａＯＩｔ
″″ 〃″ ″ 〃 ″ ″
″
″
〃 ″ 〃 ″ 〃
″
３ 蹴る
□ｒ
Ｃｌ
９
CＩｊｕ
９fｔ
″″ ″ノノ 〃 ″ ″ 〃
〃
1Z
″ 〃 ″ ″ 〃
〃
４ 呼ぶ
７ Ｉ
７ａｂｌ
７ａｂ
７abIju
? Ｉ
″″ ″″ ″ ″ ″
″
〃 〃 〃 ″ 〃
″
５ 起きる
１Ｘｒ
ｗｌＸ
Jｕ
ｗｌＺｔ
″″ ″″ 〃 〃 〃
〃
″
″ ″ ″ ″ 〃
″
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第４表
Ⅱ類乙 （志戸桶方言・動詞活用表）
|霜
「１１「
｜条件形
■命
令
形
一
‐
‐
－
－
■禁
止
形
Ｉ連
用
形Ｉ
ｌ終
止
形
Ｉ
２
終
止
形
■連
体
形
Ｉ
■
Ｉ
準
体
形
■推
量
形
●接
続
形
Ｉ
Ｉ
詔
ａｏＸａａａｌｌｕ
■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■
㈲志向形
mad5ini？ukIra（一緒に受けよう）
mad5ini？ukIroX（一緒に受けよう）
㈹否定形
ｗａｎｏｘ７ｕｋｌｒａｎ（私は受けない）
ｗａｎｏｘうukIraz（私は受けない）
d5ixkatJuxtex7ablrannen？ukl（字
を書いているならば，呼ばないでおけ）
⑰未然形
？uklrabamiri（受けらば見なさい）
７abiraba？iｋＩ（呼ばぱ行け）
②条件形
７ａＯＤａ？ukIribamiri（彼が受ければ見
なさい）
７ａｂｌｒｉｂａ？Ｍ（呼べば行け）
鮒命令形
？ukIrijoz（受けれよ）
７abYrijox（呼べよ）
の禁止形
？ukIruna（受けるな）
７uｋｌｎｎａ（受けるな）
７aｂｌｎｎａ（呼ぶな）
㈲連用形
？ukibusa（受けたい）
？ablbusa（呼びたい）
ＣＩｘｂｕｓａ（蹴りたい）
ｗＩＸｂｕｓａ（起きたい）
連用形にｊａｚｎｕ（～しながら）ｊｅｘｎ（で
す，ます）が接する時は，次のようになる。
？uｋＩｊａｘｎｕ（受けながら）？ａＤＩｊａｚｎｕ
（上げながら）ＣｌＸｊａＺｎｕ（蹴ながら）
？aｂＩｊａｘｎｕ（呼びながら）ｗｌｘｊａｘｎｕ
（起きながら）ｋ７ａｎｔｉｊａＸｎｕ（落ちなが
ら）
７ukljeZn（受けます）７aOIjeZn（上
げます）ＣＩｘｊｅｘｎ（蹴ります）？aｂｌ
ｊｅＺｎ（呼びます）ｗｌｊｅＺｎ（起きます）
ｋ７ａｎｔｉｊｅｘｎ（落ちます）
(の終止形，
ｎｊａＸ？ukYjui（もう受ける）
ｗａＯａ？aｂｌｊｕｉ（私が呼ぶ）
７aｍＩＦｕｔｅＺｊａｍＩｊｕｉ（雨が降ればやめ
る）
㈹終止形２
njaX7ukljun（もう受ける）
ｗａＤａ７ａｂＹｊｕｎ（私が呼ぶ）
－７７－
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？aＯＯａｔａＺｓａｔｕｋ７ｕｒａｂｉｊｕｎ（彼の高さと
比べる）
d5ixkakjaZnukaDO6Zjun（字を書きながら
考える）
kaOD6:junは基本語基語幹がＣｅＣとなるの
で，甲類（ＣＩＣ）・乙類（ＣｉＣ）に対して丙類
と位置づけてよいであろう。
㈲連体形
７ukljuntJ7u（受ける人）
？abIjuntJ?ｕ（呼ぶ人）
連体形には別に？ukIin（受ける）という
形もあらわれる。
？ukIimmadI（受けるまで）？ukiiODanl
（受けるまで）？aDIimmadl（上げるまで）
７a91iUDanl（上げるまで）ＱＩＺｍｍａｄｌ
（蹴るまで）ＣＩＺＯＯａｎＹ（蹴るまで）
？ablimmadI（呼ぶまで）？abIiDOanl
（呼ぶまで）wlXimmadl（起きるまで）
wIXiDDanI（起きるまで）ｋ?antiZmma-
di（落ちるまで）k7antiXOOanI（落ちる
まで）
㈹準体形
？uｋｌｊｕｓｕｎａ（受けるのか）
？aｂｉｆｊｕｓｕｎａ（呼ぶのか）
？ukIjuteZ（受けるならば）？aDIjuteZ
（上げるならば）ＣＩｊｕｔｅｘ（蹴るならば）
？abIjuteX（呼ぶならば）ｗＩＺｊｕｔｅＺ
（起きるならば）ｋ?antijutex（落ちるな
らば）
｡推量形
ｎｊａＸ？ukIjuroZ（もう受けるだろう）
７ａＤＯａ？abljuroX（彼が呼ぶだろう）
③接続i形
７ukIti？ikjun（受けて行く）
ｐ６ｚｓａｗｌｘｔｉｍｕｍａｎｉ?oｚｗａ（早く起きて
も間に合わない）
tiOkara？utitikjun（天から落ちてくる）
ｊｕｘｋａＤＤ６Ｚｔｉｋｕｒｉｊｏｚ（よく考えてくれ
よ）
ｋ?antijui（落ちる）以外に？uｔｉｊｕｉ（落
ちる）という語もある。
接続形は「～した」という過去の意もあらわ
す。
７uklti（受けた）？aDIti（上げた）
ＣＩｔｉ（蹴った）？ablti（呼んだ）
ｗＴＸｔｉ（起きた）ｋ７ａｎｔｉｔｉ（落ちた）
（３）Ⅲ類の活用
Ⅲ類に属して活用する語はｗｕｉ（居る）と，
？aｉ（有る）である。その活用は第５表の通り。
ｗｕｉ（居る）と？ａｉ（有る）はＩ類のtuju-
i（取る）に近い活用をするが，ｔｕｊｕｉ（取
る）と異なるところは，終止形から推量形まで
の活用形が基本語基語幹で形成されていること
である（Ｉ類の活用ではこれらの活用形は連用
派生語幹で形成されている）。但し，Ⅲ類の方
でも終止形のみは，たとえば「居る」でいうと
基本語基語幹系列のwui，ｗｕｎと連用派:生語幹
系列のｗｕｊｕＬｗｕｊｕｎが併用されている。終止
形から推量形までの活用形が連用派生語幹ｗｕ－
ｊｕで形成されると，これはｔｕｊｕｉ（取る）の
活用と全く同じになる。
これを通時的にみれば，基本語基語幹系列の
終止形・連体形・準体形・推量形はｗｏｒｉ（居
り）に更にｗｏｒｉ（居り）が結合して成立した
とは解されない。終止形でいうならば，ｗｕｉ
は「ヲリ」に対応し，ｗｕｎは「ヲリム」に対応
する。但し，連用派生語幹系列の終止形ｗｕｊｕ－
ｉ，wujunは「ヲリ」に「ヲリ」の結合した「
ヲリヲリ」「ヲリヲリム」から成立しているも
－７８－
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第５表
Ⅲ類 （志戸桶方言・動詞活用表）
△印はないという記号
蘆
｜連用形。 霜意 否定形一 未然形一 蔦 命令形一 ■１｜撚止形一 ２｜終止形一 |蟇￣
ＷｕＪｕ
？ａｒ▲▲▲▲〃〃
？。■l■■■l■■■■■〃〃″″
？ａｕ
のと解される。
Ⅲ類に属して活用する動詞はｗｕｉ（居る）
と？aｉ（有る）の２語のみで，これは不規則活
用と称しうるものである。
以下，各活用形の用例を示す。
㈲志向形
mad5iniwura（一緒に居よう）
mad5iniworoz（一緒に居よう）
㈹否定形
ＦＯＸｊｕｎｔＪ７ｏＺｗＵｒａｎ（買う人は居ない）
？arinajipatarakjunts7uwurandoZ
（彼のように働く人はいない）
⑰未然形
ｗｕｒａｂａ？abIri（居らば呼べ）
ｗｕｒａｓｕｎ（居らせる）
②条件形
Ｉｖｕｒｉｂａ？abIri（居れば呼べ）
ｗｕｒｉｂａｋａｋｊｕｎ（居れば書く）
㈱命令形
ｗｕｒｉｊｏＺ（居れよ）
Ｆｕｍａｎｉｗｕｒｉ（ここに居れ）
の禁止形
ｗｕｎｎａ（居るな）
ＦＵｍａｎｉｗＵｎｎａ（ここに居るな）
㈲連用形
ｗｕｉｂｕｓａ（居たい）wuigurusa（居に
くい）
ｊａＺｎｕ（～しながら）ｊｅＺｎ（です，ます）
に接する時は，次のようになる。
wujaXnu（居ながら）？ajaZnu（有りな
がら）
wujexn（居ます）？ajezn（有ります）
②終止形，
終止形，には基本語基語幹系列のものと連用
派生語幹系列のものとがあらわれる。基本語基
語幹系列のものは次の通り。
ＦＵｍａｎｉｗＵｉ（ここに居る）
Ｆｕｍａｎｉ？ａｉ（ここに有る）
ｗｕｉ？ａｉは各々「ヲリ」「アリ」に対応する。
連用派生語幹系列のものは次の通り。
ＦＵｍａｎｉｗｕｊｕｉ（ここに居る）
Ｆｕｍａｎｉ？aｊｕｉ（ここに有る）
７９－
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ｗｕｊｕｉ？ａｊｕｉは各々「ヲリヲリ」「アリヲリ」
に対応する。
㈹終止形２
終止形２にも基本語基語幹系列のものと連用
派生語幹系列のものとがあらわれる。基本語基
語幹系列のものは次の通り。
kablibakkaiwun（書いてばかりいる）
？uｔｔｕｊａｊａＸｎｉｗｕｎｄｏＸ（弟は家に居るぞ）
warabIntJazgabajjiwun（子供までたく
さんいる）
ｗｕｎは「ヲリム」に対応する。
連用派生語幹系列のものは次の通り。
katJibaldmiwujun（書いてばかりいる）
wujunは「ヲリヲリム」に対応する。
○連体形,
連体形は基本語基語幹で形成される。
ｗｕｎｔＪ７ｕ（居る人）
？areZjaXniwukkajaX（彼は家に居るか
しら）
連体形には他にｗｕｉｎ，？aｉｎの形もあらわ
れる。
ｗｕｉｍｍａｄＩ（居るまで）ｗｕｉＯＯａｎＩ（居
るまで）
？aimmadI（有るまで）７aiD9anI（有
るまで.）
紛準体形
準体形も基本語基語幹で形成される。
ｗｕｍＩ（居るか）？ａｍｉｆ（有るか）
？ｕｔｔｕｄＩｍｕｗｕｔｅＸｔｓ?uｒｉｋｕＸｊｏＺ（弟
でも居たらつれてこい）
Ｆｕｍａｎｉ？ａｓｕｎａ（ここにあるのか）
duZd5aZnj？ａｓｕｊｏＺ（どれどこにあるの）
？ａｔｅＺｔｕｊｕｎ（あるなら取る）
②推量形
推量形も基本語基語幹で形成される。
wuroX（居るだろう）？aroZ（あるだろう）
②接続形
ｗｕｔｉｋａｒａｋｕＸｊｏＺ（居てから来いよ）
接続形にはまた過去の意もある。
ｗｕｔｉ（居った）７ati（有った）
（４）Ⅳ。Ｖ類の活用
Ⅳ類とＶ類はここでまとめて記述する。Ⅳ。
Ｖ類に属して活用する語は各々Ｓｕｉ（する）・
kjuZn（来る）の１語のみで，両者とも不規則
活用である。但し，Ⅳ類にはmIkkasun（黙る）
等のような複合語も多少属している。
Ｓｕｉ（する）kjuxn（来る）の活用は第６
表・第７表の通りである。
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第７表
Ｖ類 （志戸桶方言・動詞活用表）
ｌ志
向
形
‐
Ｉ
■否
定
形
Ｉ未
然
形Ｉ
■
Ｉ
連
用
形Ｉ
｜連体形。
１
１ 蟇蒋囑
IV類のＳｕｉ（する）はＩ類のFIssui（殺す）
に近い活用を示すが，接続形においてFISSUi
はFIttJi（殺して）となるのに対し，Ｓｕｉは
JitJiとはならずJJi（して）となるところに不
規則性がある。
Ｖ類のkjuzn（来る）は命令形がｋｕｚ（来
い）となる点で，他の類とは活用を異にし，不
規則性を有している。
以下，Ｓｕｉ（する）とkjuXn（来る）の各
活用形の用例を示す。
⑰志向形
ｍａｄ５ｉｎｉｊｉｒａｊａｘ（一緒にしようね）
mad5iniJirozjax（一緒にしようね）
mad5inikurajaX（一緒に来ようね）
mad5inikuroXjaX（一緒に来ようね）
㈹否定形、
wanozJiraX（私はしない）
ｗａｎｏｘＪｉｒａｎ（私はしない）
ｋａｋｅＸＪｉｒａｎｄｏＸ（書きはしないぞ）
？ａＪＪｉＪｉＺｍｕＪｉｒａｎｔｉｍｕｄａＸｋａｔｔｉｄ５ａ
（そうしょうがしまいが君の勝手だ）
wanoZkuraZ（私は来ない）
ｗａｎｏｚｋｕｒａｎ（私は来ない）
ｗａＤａｋａｋｉｚｍｍａｄＩ？ａｒｅｘｋｕｒａｎｔａｎ
（私が書くまで彼は来なかった）
ｎｊａｍａｍａｄＩｍａｔｔＪｉｍｕｋｕｒａｎｓｏＸ（今ま
で待っても来ない）
⑰未然形
ｗａＤａＪｉｒａｂａｍｉｒｉｊｏｚ（私がしたら見な
さいよ）
ｗａＯａｋｕｒａｂａ７ｉｋＩｊｏＺ（私が来たら行け
よ）
７uｔｔｕｎｉｋｕｒａｓｕｉ（弟に来させる）
②条件形
ｗａＤａｊｉｒｉｂａｍｉｒｉｊｏＺ（私がすれば見な
さい）
ｊｕｍｉｍｕｊｉｒｉｂａｋａｋｉｍｕｓｕｎｄｏＸ（読み
もすれば書きもするぞ）
ｗａＯａｋｕｒｉｂａ７ｉｋｌｊｏＺ（私が来れば，行
けよ）
？aＤＯａｋｕｒｉｂａｗａｋａｊｕｉ（彼が来ればわか
る）
㈱命令形
JiDutuJiri（仕事をせよ）
ｊｏｘｄ５ｉｎＪｉｒｉｔＪｉ７ｉｊｕｓｕｄｏｚ（用心しろと
いうのだぞ）
？ｕｊａｎｔＪａＸｎｕ７ｉｊｕｎｔｕＸｉｎｉｊｉｒｉｊｏＸ
（親の言う通りにしなさいよ）
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Ｆｕｍａｋａｉｋｕｘ（ここへ来い）
７ａｔｕｋａｒａｔｕｎｎｊａｋｕＺｊａ（後から取り
に来なさい）
ｄａｍｕｋｕＺ（君も来い）
⑰禁止形
Ｊｉ９ｕｔｕＪｉｎｎａ（仕事をするな）
Ｆｕｍａｋａｉｋｕｎｎａ（ここへ来るな）
㈱連用形
Ii9utuJiXbusa（仕事をしたい）
７ａＪＩｉｊｉＸｍｕＪｉｒａｎｆｉｍｕｄａＺｋａｔｔｉｄ５ａ
（そうしょうがしまいが君の勝手だ）
ＦｕｍａｋａｉｋｉＸｂｕｓａ（ここへ来たい）
jaznu（～しながら）ｊｅＸｎ（です，ます）
に接する時は次のようになる。
IiOutuJijaxnujasumjui（仕事をしなが
ら休む）
ｋｊａＸｎｕ（←ｋｉｊａｚｎｕ）ｊｕｍｊｕｎ（来ながら
読む）
ＪｅＸｎ（←ｊｉｊｅｘｎ）（します）
ｋｅｚｎ（←ｋｉｊｅｘｎ）（来ます）
②終止形，
？atlakaraji9utusui（明日から仕事する）
Futaiharitaisui（降ったり晴れたりする）
？id5aitJaisui（行ったり来たりする）
？atlakjuXi（明日来る）
㈹終止形２
７aｔＪａｋａｒａＪｉＤｕｔｕｓｕｎｄｏＺ（明日から仕
事するぞ）
ｋａｋｉｍｕｓｕｎｄｏＺ（書きもするぞ）
７aｔｕｋａｒａｔｕｎｎｊａｋｊｕＸｎｄｏＸ（あとから
取りにくるよ）
ｔｉ９ｋａｒａ？utitikjuZn（天から落ちてく
る）
７atJakjuzndoz（明日来るぞ）
(こり連体形
JiDutusuntJ?oｘ？aｔＪａｋｕｘｊｏＸ（仕事す
る人は明日来いよ）
kjuxntJ7umukexrijox（来る人を迎えな
さい）
？uttuZja？itsukjukkajaZ（弟はいつく
るのかしら）
ｎａＦａｍａｄＩ７ｉｄ５ｉｋｊｕｓｓａ（那覇まで行っ
てくるさ）
上記のように，kjuZn（来る）は後接する接
辞の音環境によってはkjuk，kjus等と末尾が
促音化する場合もある。
連体形には他にＪｉｘｎ（する）kix、（来る）
の形もある。
JiDutujixnDanImattlura（仕事するま
で待っていよう）
kixODanlmattJura（来るまで待とう）
粉準体形
？aｔＪａｋａｒａｊｉＯｕｔｕｓｕｓｕｎａ（明日から仕
事をするのか）
７aｔＪａｋｊｕｘｓｕｎａ（明日来るのか）
７aＯＤａｓｕｔｅｘｍｉｒｉｊｏｘ（彼がしたらみな
さい）
ｗａＤａｋｊｕＸｔｅＺｄａｊａｋｕｎｎａｊｏＺ（私
が来たら君は来るなよ）
②推量形
７aＯ９ａｓｕｒｏＺ（彼がするだろう）
７asatikjuZroZ（明後日来るだろう）
③接続形
JiDutuJJimudujun（仕事をして戻る）
ｋｊｕＸｔＪ７ｉ？atJamudujun（今日来て明日
帰る）
これまで同様，接続形は過去の意も表わす。
Ｊｌｉ（した）ｔＪ７ｉ（来た）
－８２－
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2．「継続」「既存」「完了」の活用
katJux）は音便のkatJi（書きて）をその語基
に有しているが故に，音便派生語幹と称しうる。
終止形・準体形ではkatJiu→katJuZの融合を
起こしている。
最初に述べたように，志戸桶方言には，「基
本」を表わすｋａｋｊｕｉ（書く）以外に，「継続」
「既存」「完了」を表わすkatJuzi（書いてい
る）katJezi（書いてある）ｋａｔＪａｉ（書いた）
がある。これらの形式もまた活用する。以下，
その活用について述べる。 2.2「既存」katJezi（書いてある）の活用
既存を表わすkatJeziの活用は次の通りであ
る。
未然形katJi7ar-a＜ba＞（書いてあら
らぱ）
条件形katJi7ar-i＜ba＞（書いてあれ
ば）
連用形katli7a-i＜dusuru＞（書いて
ありぞする。書いてあるんだ）
終止形，katJex-i（書いてある）
終止形２katJeZ-n（書いてある）
連体形katJeZ-n＜ｔｓ７ｕ＞（書いてある人）
準体形katJex-＜ｍｉ＞（書いてあるか）
推量形katJi?ar-oX（書いてあるだろう）
終止形katJeXiは通時的には接続形katJiに
？ari（有り）が結合してできたもの，すなわ
ち「書きてあり」から成立している。上記活用
形はこの？ariの部分が活用したものである。
但し，終止形２kableXnはkatJi(書きて）－?ari
（有り）－ｍｕ（意志。推量の助動詞にあたる形
式）の複合から成立している。また，これらの
活用形の語幹胆tJi?aｒ（またはkatJi7a，ｋａ戸
tJez）は「継続」の場合と同様，音便のkatJi
を語基に有しているので，音便派生語幹の一種
である。終止形等の語幹はkatJi7a→katJex
の融合を起こしている。
２．３「完了」katlai（書いた）の活用
２１「継続」katJuZi（書いている）の活用
継続を表わすkatJuZiは次のように活用する。
志向形ｋａｔＪｉｕｒ－ａ（書いていよう）
katJiur-oz（書いていよう）
否定形katJiur-a＜、＞（書いていない）
katJiur-aZ（書いていない）
未然形katliur-a＜ba＞（書いておらば）
条件形katJiur-i＜ｂａ＞（書いておれば）
命令形katliur-i（書いておれ）
禁止形ｋａｔＪｉｕ－ｎ＜､a＞（書いているな）
連用形ｋａｔＪｉｕ－ｉ＜busa＞（書いていたい）
終止形，katJuZ-i（書いている）
終止形２katluX-n（書いている）
連体形katJiu-n＜ｔｓ?u＞（書いている人）
準体形katJuZ-＜ｍｉ＞（書いているか）
推量形katJiur-oZ（書いているだろう）
接続形katJiut-i（書いていて）
終止形，katJuZi（書いている）は通時的に
は接続形katJiにｕｒｉ（居り）が結合してでき
たもの，すなわち「書きてをり」に対応するも
のである。終止形２はkatJi（書きて）－uri
（居り）-ｍｕ(意志･推量の助動詞にあたる形式）
の複合から成立している。上記の各活用形はこ
のｕｒｉの部分が活用したものである。また，こ
れらの活用形の語幹katliur（またはkatJiu，
－８３－
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完了を表わすkatJaiは次のように活用する。
連用形katJa-i（書いたり）
終止形，katJa-i（書いた）
終止形２katJa-n（書いた）
連体形katJa-n＜ｔｓ?u＞（書いた人）
準体形ｋａｂｌａ－＜ｍｉ＞（書いたか）
推量形katJar-0x（書いただろう）
終止形katJaiは通時的には連用形kaki（書
き）にｔａｒｉ（たり）が結合してできたもので，
上記活用形はこのｔａｒｉの部分が活用したもの
である。なお，終止形，kabjaiはkatJaとも発
音される。終止形２はｋａｋｉ（書き）－tari
（たり）－mｕ（意志。推量の助動詞にあたる
形式）の複合から成立している。これらの活用形
の語幹katJar（またはkatJa）も「継続」「既
存」の場合と同様，音便派生語幹の一種である。
２．４活用表
以上述べできたkatJuXi（書いている），
katJezi（書いてある），katJa（書いた）の
活用を示すと，第８表の通りとなる。
第８表
一
‐
ｌ
｜命令形
－｜禁止形
■｜志向形
■否
定
形
ｌ未
然
形
条
件
形
Ｉ連
用
形
Ｉ
Ｉ
臆。
katJuz
katJ17a△△△△ｒａｒ， ■■■、、atJi7a
katJeZ
katJa書いた(完了）
以下，各活用形の用例を示す。「継続」の用
例を中心に示すが，「既存」「完了」の例も多
少あげる。
㈲志向形
d5izkatJiura（字を書いていよう）
d5ixkatJiuroz（字を書いていよう）
㈹否定形
d5iXkatJiuran（字を書いていない）
d5iZkatJiuraX（字を書いていない）
⑰未然形
d5iZkatJiurasun（字を書いておらせる）
②条件形
d5iXkatJiuribajutasammun（字を書い
ておればよいものを）
㈱命令形
d5iZkatJiuri（字を書いておれ）
命令形はkatJuXrIとなる時もある。
d5iZkatJuZrl（字を書いておれ）
waDakakjun7eXdamattJuri（私が書く
間待っておれ）
⑰禁止形
d5iXkatJiunna（字を書いておるな）
㈲連用形
d5izkatJiuibusa（字を書いていたい）
？iｄ５ａｉｔＪ７ａｉｓｕｉ（行ったり来たりする）
ＦｕｔａｉＦａｒｉｔａｉｓｕｉ（降ったり晴れたりする）
－８４－
動
詞
語
幹 志向
形
否
定
形
未
然
形
条
件
形
命
令
形
禁
止
形
連
用
形
終
止
形， ２
終
止
形
連
体
形
準
体
形
推
量
形
接
続
形
書いている
(継続）
katJiu
Z
ｒａ,ｒｏＸ ra,raZ ｒａ ｒｌ ｒｌ 、
Ｑ可■二
●勺■△ 、
、 ｒｏＸ tｉ
書いてある
(既存） x
△△ ｒ ｒｌ △ △
●勺Ⅱユ
Ｑ■■△ 、 、
ｒｏＸ △
△△ △△ △ △ △ △
●■■□▲
●河■△ 、 、 ｒｏＺ △
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(の終止形，
d5iZkatJuXi（字を書いている）
ssatutuZi（草を取っている）
mldzubakkainudui（水ばかり飲んでいる）
ＪｉＯｕｔｕｓｓｕｉ（仕事をしている）
７uｔｔｕＯａｔＪ７ｕｚｉ（弟がきている）
Ｆｕｍａｎｉｄ５ｉＺｋａｔＪｅＺｉ（ここに字が書いて
ある）
ssatutexi（草を取ってある）
ｊｉＯｕｔｕｊｅＸｉｊａ（仕事をしてあるね）
nazkatJai（もう書いた）
ｋ７ｉｎｊｕｘｓｓａｔｕｔａ（昨日草を取った）
？uｔｔｕＤａｔＪ７ａ（弟が来た）
ｋ７ｉｎｊｕＺＪｉＯｕｔｕｓｓａ（昨日仕事をした）
㈹終止形２
d5iXkatJuXn（字を書いている）
katJuZndoZ（書いているぞ）
tutuZndoX（取っているぞ）
７ａＯｋｗａｚ？ujaninitJun（あの子は親に
似ている）
ＧｉＺｎｕｊｕｄａｈａｒｉｔｕｎ（木の枝が枯れてい
る）
Ｆｕｍａｎｉｄ５ｉＸｋａｔＪｅＺｎ（ここに字が書いて
ある）
d5ixkatJan（字を書いた）
ｗａＸｓａｉｎｉ７ｉｄ５ａｎｄｏｘ（若い頃に行ったぞ）
wuttiXtJ7andoz（おとといきたぞ）
㈲連体形
katJiummunonuXDa（書いているものは
なにか）
㈹準体形
d5ixkatJuzsox？aｒａＤｋａ（字を書いてい
るのだろうか）
d5iZkatJuZtez7ablrannen7ukl（字
を書いているならば呼ばないでおけ）
②推量形
d5iXkatJiuroZ（字を書いているだろう）
７imintJamitJaroX（夢などみたんでしょ
う）
③接続形
ｄａｊａｋａｔＪｉｕｔｉｍｕｗａｎｏＺｋａｋａｎｄｏＺ
（君は書いていても私は書かないぞ）
2.5他の動詞の「継続」「既存」「完了」
以上はｋａｋｊｕｉ（書く）の「継続」katJuzi
（書いている）・「既存」katJezi（書いてあ
る）。「完了」katJai（書いた）の各形式の
活用である。但し，活用形の用例のところでは
多少他の動詞の用例も示した。
次に，他の動詞の「継続」「既存」「完了」
の活用についてであるが，これらもｋａｋｊｕｉ（
書く）の場合におけるとほぼ同様に活用する。
他の動詞においても，「継続」「既存」は，「
接続形十居り」「接続形＋有り」にあたる形式
から，また「完了」は「連用形十たり」にあた
る形式から成立している。そして，これらの活
用は，その「居り」「有り」「たり」にあたる
部分が活用して形成されるという点，ｋａｋｊｕｉ
（書く）の場合におけると全く同じである。従
って，他の動詞の場合は，これらの「継続」「
既存」「完了」の終止形だけがわかればよい。
それらの活用はｋａｋｊｕｉ（書く）の場合に従っ
て活用させていけばよいからである。
以下，各動詞の「継続」「既存」「完了」の
終止形を示す。
「継続」
終止形， 終止形２
働いているFataratJuZiFataratJuZn
行っている？id5uXi？id5uXn
漕いでいるFud5uXiFud5uZn
－８５－
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「既存」
終止形，
働いてあるFataratJexi
行ってある７id5exi
漕いであるFud5ezi
死んであるJid5ezi
（死んでしまっている）
殺してあるFIttJexi
飛んであるtudeZi
（飛んでしまっている）
結んであるk7uttJeXi
眠ってあるnlttezi
被ってあるhattexi
読んである judeZi
包んであるts7undeXi
食べてあるkadeXi
取ってあるtuteZi
刈ってあるhatexi
切ってあるｋ?itJezi
いらしてある？umoxtJexi
着てあるk7itJezi
煮てあるnitJexi
見てあるmitJexi
坐ってある jitJezi
笑ってあるwarateXi
（笑ってしまってある）
洗ってある？aratezi
（思う）△
買ってあるＦＯＸｔｅＸｉ
言ってある？itJexi
受けてある？ukIteZi
上げてある？aOIteZi
蹴ってあるCItezi
呼んである？abltexi
死んでいる
殺している
立っている
飛んでいる
結んでいる
眠っている
被っている
読んでいる
包んでいる
食べている
取っている
刈っている
切っている
いらしている
着ている
煮ている
見ている
坐っている
笑っている
洗っている
思っている
買っている
言っている
受けている
上げている
蹴っている
呼んでいる
起きている
落ちている
居ている
（有る）
している
来ている
Jid5uzi
FIttJUi
tattJui
tuduXi
MutｔＪｕｉ
ｎＩｔｔｕｚｉ
ｈａｔｔｕｉ
ｊｕｄｕＸｉ
ｔｓ？ｕｎｄｕｉ
ｋａｄｕＺｉ
ｔｕｔｕＺｉ
ｈａｔｕＺｉ
ｋ７ｉｔＪｕＺｉ
?umoZtJui
k7itJui
nitJui
mitJui
jiｔＪｕｉ
ｗａｒａＺｔｕｉ
７ａｒａｚｔｕｉ
？ｕｍｕｔｕｉ
ＦＯＸｔＵｉ
７ｉｔＪｕｉ
７ｕｋｌｔｕＺｉ
７ａＤＩｔｕＺｉ
ｄｔｕｚｉ
？ａｂｌｔｕＺｉ
ｗＹｚｔｕｉ
ＭａｎｔｉｔｕＺｉ
ｗｕｔｕｉ
△
ＳＳｕｌ
ｔＪ７ｕｚｉ
Jid5uxn
FIttJun
tattJun
tuduXn
k?ｕｔｔＪｕｎ
ｎＩｔｔｕＺｎ
ｈａｔｔｕｎ
ｊｕｄｕＺｎ
ｔｓ７ｕｎｄｕｎ
ｋａｄｕＸｎ
ｔｕｔｕＺｎ
ｈａｔｕＸｎ
ｋ７ｉｔＪｕZn
7umoZtlun
k7itJun
nitJun
mitJｕｎ
ｊｉｔＪｕｎ
ｗａｒａＺｔｕｎ
７ａｒａｘｔｕｎ
７ｕｍｕｔｕｎ
ＦＯＸｔｕｎ
？itJun
？ｕｋｌｔｕＺｎ
７ａＤＩｔｕｚｎ
ＣＩｔｕＺｎ
？ａｂｌｔｕｘｎ
ｗｌＺｔｕｎ
Ｍａｎｔｉｔｕｚｎ
ｗｕｔｕｎ
△
ｓｓｕｎ
ｔＪ?ｕZｎ
終止形２
FataratJezn
7id5exn
Fud5eZn
Jid5eZｎ
FIttJexn
tudeZn
k?ｕｔｔＪｅＸｎ
ｎＩｔｔｅｚｎ
ｈａｔｔｅＺｎ
ｊｕｄｅＺｎ
ｔｓ?ｕｎｄｅＸｎ
ｋａｄｅｚｎ
ｔｕｔｅＺｎ
ｈａｔｅＸｎ
ｋ?itJezn
?umoZtJeXn
k?itJexn
nitJezn
mitJexn
jitJezn
warａｔｅｘ、
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｍ
ｎ
ｅ
ｅ
ｎ
ｅ
▼
▲
▽
▲
▼
▲
▼
▲
ｅ帥
△
炬
國
批
亜
北
餌
此
唾
刈
血
叩
批
汕
ｒａ７０
Ｆ
７
７
？
（
』
？
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起きてあるwlXteXi
（起きてしまっている）
落ちてあるk7antitexi
（落ちてしまっている）
刈ったｈａｔａｉ ｈａｔａｎ
切ったｋ７ｉｔＪａｉ ｋ?itJan
いらした７umoZtJai７umoXtJan
着たｋ７ｉｔｌａｉ ｋ?itJan
煮たnitJainitJan
見たmitJaimitJan
坐ったjitJai jitJan
笑ったwaraztaiwaraZtan
洗った？araztai？araxtan
思った？ｕｍｕｔａｉ ｍｍｕｔａｎ
買ったＦＯＸｔａｉＦｏＸｔａｎ
言った？itJai ？itJan
受けた？ukItai ？ｕｋＩｔａｎ
上げた７ａｏＩｔａｉ ？ａＤＩｔａｎ
蹴ったＣＩｔａｉＣ１ｔａｎ
呼んだ７ａｂｌｔａｉ ７ａｂｌｔａｎ
起きたｗＩｘｔａｉｗｌｚｔａｎ
落ちたk7antitaik7antitan
居たｗｕｔａｉｗｕｔａｎ
有った？ａｔａｉ ？ａｔａｎ
したｓｓａｉｓｓａｎ
来たｔＪ７ａｉ ｔＪ７ａｎ
なお，「完了」の終止形，ＩまFataratJa（働
いた）？id5a（行った）等のように，末尾のｉ
母音が脱落する傾向がある。
ｗｌＺｔｅＺｎ
k?ａｎｔｉｔｅＺｉ
（居る）
（有る）
してある
来てある
△ △
△
JJei
tJ7ezi
△
JJen
tJ?ex、
｢完了」
終止形，
FataratJai
？id5ai
Fud5ai
Jid5ai
FIttJai
tattJaｉ
ｔｕｄａｉ
ｋ７ｕｔｔＪａｉ
ｎｌｔｔａｉ
ｈａｔｔａｉ
ｊｕｄaｉ
ｔｓ７ｕｎｄａｉ
ｋａｄａｉ
ｔｕｔａｉ
終止形２
FataratJan
7id5an
Fud5an
lid5an
FIttJan
tattlan
tudan
k7uttJan
nltｔａｎ
ｈａｔｔａｎ
ｊｕｄａｎ
ｔｓｍｎｄａｎ
ｋａｄａｎ
ｔｕｔａ、
た
た
だ
だ
た
た
だ
だ
た
た
だ
だ
た
た
い
つ
い
ん
し
つ
ん
ん
つ
つ
ん
ん
べ
つ
働
行
漕
死
殺
立
飛
結
眠
被
読
包
食
取
３所属動詞
志戸桶方言の活用の型は，前述したように，
大きくＩ・ＵｏⅢ．Ⅳ・Ｖ類に分かれる。その
うちｍｏＮｏＶ類は不規則活用で，これらに属
して活用する語は次のように限られている。
Ⅲ類ｗｕｉ（居る）？aｉ（有る）
Ⅳ類Ｓｕｉ（する）mIkkasun（黙る）
Ｖ類kjuXi（来る）
Ⅳ類にはＳｕｉ以外にmIkkasun等のように，
多少の複合語が属している可能'性がある。因に
mlkkasunはおおよそ次のように活用する。
mikkasuroX（黙ろう）mikkasuran（黙
らない）mikkajiZbusai（黙りたい）
mIkkassui（黙っている）mIkkassa（黙
った）
８７－
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Ｉ・Ｉ類は規則活用で，この両類には，これま
で活用表で示してきたもの以外にも多くの動詞
が属して活用する。以下，調査しえた動詞をそ
の活用の型に従っておおまかに分類して示す。
またぐ＞の中には概略活用させた形式を入れ
て示す。
Ｉ類所属動詞
L7akkjun（歩く）＜？akkajaZ（歩こ
うね）？akkoZ（歩こう）？ald<ａｎ（歩
かない）？akkibusa（歩きたい）？ａ－
ｔｔＪｕｉ（歩いている）？attJa（歩いた）＞
？iOkjun（動く）＜？iDkajaZ（動こう
ね）？iOkoX（動こう）？iOkaZ（動かな
い）？iＯｋｉｂｕｓａ（動きたい）？intJui
（動いている）？intJezi（動いてある）
７intJa（動いた）＞
？ukjui（置く）＜？ukoX（置こう）
７uｋａｎ（置かない）？uｋｕｎａ（置くな）
？ukibusa（置きたい）＞
？udukkjui（驚く）＜７udukkan（驚か
ない）？uduttJi（驚いて）？uduttJun（
驚いている）＞
kakjun（欠く）＜kakoX（欠こう）
kakaZ（欠かない）ｋａｋｉｂｕｓａ（欠きた
い）katJuXi（欠いている）katJezi（欠
いてある）katJa（欠いた）＞
ｋ?uitsukjun（くいつく）＜ｋ?uitsukan
（くいつかない）ｋ?uitsutJui（くいつく）
ｋ７ｕｉｔｓｕｔＪａ（くいついた）＞
haXrakjun（乾く）＜haZrakaZ（かわか
ない）haXrakigurusa（かわきにくい）
haZratJuXi（かわいている）hazratJa（
かわいた）＞
ｋ?ikjun（聞く）＜ｋ７ｉｋａｊａＺ（聞こう
ね）
ｋ７ｉｋａｎ（聞かない）ｋ?iｋｉｂｕｓａ（聞き
たい）ｋ?itJuZi（聞いている）ｋ?itJeXi
（聞いてある）ｋ７ｉｔＪａ（聞いた）＞
sakjun（裂く）＜sakoX（裂こう）
sakaX（裂かない）ｓａｋｉｂｕｓａ（裂きた
い）satJuzi（裂いている）satlezi（裂
いてある）satJa（裂いた）＞
ts7ukjun（突く）＜ts7ukoZ（突こう）
ｔｓ７ｕｋａｎ（突かない）ｔｓ７ｕｋｉｂｕｓａ（突
きたい）ts7utJuxi（突いている）ｔｓｍ－
ｔＪｅｘｉ（突いてある）＞
ts7udzukjui（続く）＜ts7udzukaZ（続
かない）ts7udzutJui（続いている）＞
ts7ukjun（着く）ｔｓ?ukjun（搗〈）
tudukjun（届く）ｎａｋｊｕｉ（泣く）ｐａ－
ｋｊｕｎ（吐く）ＦｏＺｋｊｕｉ（掃く）ｐｕｋｊｕｉ
（吹<）Ｆｕｋｊｕｉ（拭く）tubukjui（ほ
ど<）makjun（巻く）ｊａｋｊｕｉ（焼く）
wakjui（湧く）
ｋａｋｊｕｉ（書く）とｔｕｊｕｉ（取る）の混合
活用的な語も存する。次の語がそれで，その
活用をくわしく調査して第２表の中に位置づ
ける必要があるが，今回の調査ではこれはな
しえなかった。
ts7ukkjun（作る）＜ｔｓ?ukkoZ（作ろ
う）ｔｓ７ｕｋｋａｎ（作らない）ｔｓ?ukui
busa（作りたい）ｔｓ?ukutui（作ってい
る）ts7ukuteZi（作ってある）ｔｓ７Ｕｋｕ－
ｔａ（作った）＞
２．７oZOjun（扇ぐ）＜７oＸＤａｊａＸ（扇ご
うね）？ozOoX（扇ごう）？oｚ９ａｎ（扇
がない）？oＺＤｉｂｕｓａ（扇ぎたい）？oZ-
d5ui（扇いでいる）？oZd5a（扇いだ）＞
ＭＯｊｕｉ（泳ぐ）＜？OＺＯｏＺ（泳ごう）
７oＺＤａｎ（泳がない）？oＸＯｉｂｕｓａ（泳ぎ
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う）k7uddasan（崩さない）k7uddaJi
busa（崩したい）k7uddatJui（崩してい
る）k7uddatJezi（崩してある）k7udda-
tJa（崩した）＞
k7ijaZsui（消す）＜ｋ?ijasoX（消そう）
k7ijasaZ（消さない）k7ijaJibusa（消
したい）ｋ?ijatJuXi（消している）
ｋ?ijatJeXir（消してある）k7ijatJa（消
した）＞
kuOasun（焦がそう）＜kuOasoZ(焦がそう）
kuDasaX(焦がさない)kuOajibusa(焦がした
い）kuOatJuzi（焦がしている）kuOatJexi（
焦がしてある）kunatJa（焦がした）＞
Fubusui（こぼす）＜Fubusoz（こぼそ
う）Fubusax（こぼさない）FubuJi
busa（こぼしたい）FubutJui（こぼして
いる）FubutJexi（こぼしてある）
FubutJa（こぼした）＞
sasui（刺す）＜sasox（刺そう）
sasaX（刺さない）ｓａＪｉｂｕｓａ（刺した
い）satJuXi（刺している）satJeZi（刺
してある）saLJa（刺した）＞
７id5asui（出す）＜７id5asoZ（出そう）
？id5asaX（出さない）？id5atJuZi（出
している）７id5atJezi（出してある）
７id5atJa（出した）＞
kunasun（叱る）＜kunasoX（叱ろう）
kunasax（叱らない）kunatJui（叱って
いる）kunatJeZi（叱ってある）kunatJa
（叱った）＞
damasun（だます）＜damasoz（だまそ
う）ｄａｍａｓａｎ（だまさない）ｄａｍａｔＪｕｉ
（だましている）damatJexi（だましてある）
damatJa(だました）＞ｋ?wasui(釣る）
＜k7wasaX（釣らない）k7watsuXiまたは
たい）？oZdzui（泳いでいる）？oZd5an
（泳いだ）＞
ｔｕＤｊｕｉ（研ぐ）＜tuDax（研がない）
tud5uZi（研いでいる）tud5eXi（研い
である）tud5a（研いだ）＞
niDDjun（握る）＜ｎｉＤＤａｎ（握らない）
nintJun（握っている）nintJeXi（握って
ある）nintJa（握った）niOOjunは第２
表でのFuOjun（漕ぐ）とは活用が多少異な
る。＞
noXDjui（拭う）＜ｎｏＸＯａＸ（ぬぐわない）
nozd5ui（ぬぐっている）nozd5a（ぬぐ
った）＞
ｎｏＺＤｊｕｉ（縫う）＜ｎｏｚＯａＸ（縫わない）
noXd5ui（縫っている）noXd5eXi（縫っ
てある）noZd5a（縫った）＞
ts7uOjun（注ぐ）＜ts7uDaX（注がな
い）ts7udzuzi（注いでいる）ｔｓ?udzeX-
i（注いである）ts7udza（注いだ）＞
ｎｕＤｊｕｉ（脱ぐ）miDDjui（めぐる）
jusuDjui（ゆすぶる）
anasui（産む）＜nasax（産まない）
natJuZi（産んでいる）natJeXi（産んで
ある）natJa（産んだ）＞
？uｓｕｉ（押す）＜？usoz（押そう）
？usａｎ（押さない）？uｓｕｎａ（押すな）
７utsuiまたはＭＪｕｉ（押している）
？utsexiまたはMJexi（押してある）
？utJan（押した）＞
harasun（貸す）＜harasoz（貸そう）
harasan（貸さない）haraJibusa（貸
したい）haratJuZi（貸している）
haratJeXi（貸してある）haraLIa（貸し
た）＞
k7uddasui（崩す）＜k7uddasoZ（崩そ
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k7wabluXi(釣っている）ｋ?watJeXi(釣ってある)＞ jattezi（やぶってある）jatta（やぶ
った）＞Jibbjui（吸う）＜JibboX（
吸おう）JibbaZ（吸わない）Ｊｉｂｂｉｂｕ－
ｓａ（吸いたい）Ｊｉｔｔｕｉ（吸っている）
Ｊｉｔｔａ（吸った）＞
nIbbjui（寝る）nubjui（伸ぶ）paku-
bjui（運ぶ）jurukubjui（喜ぶ）＞
６．？aｍｊｕｉ（編む）＜？aｍａｊａＸ（編もう
ね）？aｍｏｚ（編もう）？aｍａｚ（編まな
い）？aｍｉｂｕｓａ（編みたい）？aduZi（
編んでいる）？adeXi（編んである）？ada
（編んだ）＞
ｊａｍｊｕｎ（病む）＜ｊａｍａＺ（病まない）
jaduXi（病んでいる）ｊａｄａ（病んだ）＞
７uｍｍｊｕｉ（埋める）＜７ummoZ（埋めよ
う）？ummaZ（埋めない）？ｕｍｍｉｂｕｓａ
（埋めたい）？unduXi（埋めている）
７undezi（埋めてある）？undａ（埋めた)＞
？ugamjui（拝む）＜７ugamoZ（拝もう）
７uｇａｍａｎ（拝まない）？ugadun（拝んで
いる）？ugadan（拝んだ）＞
ｈａｍｊｕｎ（嗅ぐ）＜ｈａｍｏＺ（嗅ごう）
ｈａｍａｎ（嗅がない）ｈａｍｉｂｕｓａ（嗅ぎ
たい）haduxi（嗅いでいる）hadezi（
嗅いである）hadａ（嗅いだ）＞
ｋａｍｊｕｎ（噛む）＜ｋａｍｏＺ（噛もう）
ｋａｍａＸ（噛まない）ｋａｍｉｂｕｓａ（噛みた
い）kaduXi（噛んでいる）kadeZi（噛
んである）ｋａｄａ（噛んだ）＞
ｋ７ｕｍｊｕｎ（汲む）＜ｋ?uｍｏＸ（汲もう）
ｋ７ｕｍａｎ（汲まない）ｋ?uｍｉｂｕｓａ（汲み
たい）ｋ?uduZi（汲んでいる）k7udeZi
（汲んである）ｋ７ｕｄａ（汲んだ）＞
k7ud5umjun（くすぐる）＜k7udzumoz
（くすぐろう）k7ud5umaz（くすぐらな
ｎｏｚｓｕｉ（治す）＜ｎｏｚｓｏｘ（治そう）
ｎｏＺｓａｎ（拾さない）noZtJui（治してい
る）noxtJezi（治してある）noXtJa（拾
した）＞
noXsui（直す）nubasui（伸ばす）
panasui（放す）musui（蒸す）ｊｕｒｕ－
ｓｕｉ（許す）
４ＭJun（打つ）＜？uｔａｊａＸ（打とう
ね）？utoZ（打とう）？utaX（打たない）
？utlibusa（打ちたい）？uttJui（打っ
ている）？uttJeZi（打ってある）？uttJa
（打った）＞
katJun（勝つ）＜katoX（勝とう）
kataZ（勝たない）katJibusa（勝ちた
い）kattJi（勝って）kattJun（勝って
いる）＞
pattJun（脱ぐ）＜ｐａｔｔａｎ（脱がない）
pattJiuzn（脱いでいる）pattJezi（脱い
である）pattJa（脱いだ）＞
matJui（待つ）mitJui（満つ）mutJui
（持つ）
５．？ukabjui（浮ぶ）＜？ukabajaZ（浮
ぼうね）？ukaboz（浮ぼう）？ukabax
（浮ばない）？ukabibusa（浮びたい）
７ukadui（浮んでいる）？ukada（浮ん
だ）＞
？inabjun（選ぶ）＜？inaboZ（選ぼう）
？inaban（選ばない）？inabibusai（
選びたい）？inadui（選んでいる）
７inadeXn（選んである）？inadan（選
んだ）＞
jabbjun（やぶる）＜jabbox（やぶろ
う）jabbaX（やぶらない）jabbibusa
（やぶりたい）jattuZi（やぶっている）
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上がらない）？aＤａｉｂｕｓａ（上がりたい）
７aDatui（上がっている）？aOata（上が
った）＞
７inujui（祈る）＜７inura（祈ろう）
７inuroZ（祈ろう）？inuraZ（祈らない）
７inuibusa（祈りたい）？inutui（祈っ
ている）？inuteXi（祈ってある）？iｎｕ－
ｔａ（祈った）＞
７utajui（歌う）＜７utara（歌おう）
７utaroz（歌おう）？utarax（歌わない）
７utaibusa（歌いたい）？utatui（歌っ
ている）７utata（歌った）＞
？utaOajui（疑う）＜７utaDaraz（疑わ
ない）？utaOaibusa（疑いたい）
７utaDatuxi（疑っている）？utaOata（
疑った）＞
７uｊｕｉ（売る）＜７uroz（売ろう）
？uraZ（売らない）？uｉｂｕｓａ（売りたい）
７utuzi（売っている）？uteZn（売ってあ
る）？uta（売った）＞
？ukujun（送る）＜？ukurox（送ろう）
７ukuran（送らない）？ukuibusa（送
りたい）？ukutui（送っている）？uku-
teZi（送ってある）７ukuta（送った）＞
wudujui（踊る）＜wuduroz（踊ろう）
wuduran（踊らない）wuduibusa（踊
りたい）wudutui（踊っている）ｗｕｄｕ－
ｔａｎ（踊った）＞
７uJixjui（教える）＜？ujizrox（教え
よう）？ujiXran（教えない）？uＪｉＸｂｕ－
ｓａ（教えたい）？uJiZtun（教えている）
７uJiZteZn（教えてある）？uＪｉＸｔａ（教
えた）＞
hatajun（教える）＜hataroZ（教えよ
う）hataran（教えない）hatatui（
い）ｋ７ｕｄｚｕｍｉｂｕｓａ（くすぐりたい）
k7udzudui（くすぐっている）ｋ?udzuda
（くすぐった）＞
Iidzumjui（沈む）＜ＪｉｄｚｕｍａＸ（沈ま
ない）Iidzumigurusa（沈みにくい）
Jidzudui（沈んでいる）Jidzuda（沈ん
だ）＞
７uｍｊｕｉ（熟む）＜？uｍａＺ（熟まない）
７uｍｉ７ａｍｍａｓａ（熱みにくい）？uduzi
（熟んでいる）？uda（熟んだ）＞
ｎｕｍｊｕｉ（飲む）＜ｎｕｍｏＸ（飲もう）
ｎｕｍａｘ（飲まない）ｎｕｍｉｂｕｓａ（飲みた
い）nuduXi（飲んでいる）nudeZi（飲
んでいる）ｎｕｄａ（飲んだ）＞
sudamjui（涼む）＜ｓｕｄａｍａ（涼もう）
sudamaz（涼まない）ｓｕｄａｍｉｂｕｓａ（涼
みたい）sudadui（涼んでいる）sudada
（涼んだ）＞
ｓｕｍｊｕｎ（済む）＜ｓｕｍａＸ（済まない）
suduXi（済んでいる）ｓｕｄａ（済んだ）＞
tammjun（頼む）＜ｔａｍｍｏＸ（頼もう）
ｔａｍｍａｎ（頼まない）ｔ，aｍｍｉｂｕｓａ（頼
みたい）tanduXi（頼んでいる）tandeX-
i（頼んである）tanda（頼んだ）＞
ｋ７ａｍｊｕｎ（掴む）＜ｋ７ａｍｏＺ（掴もう）
ｋ?aｍａＺ（掴まない）ｋ?aｍｉｂｕｓａ（掴み
たい）k7aduZi（掴んでいる）k7adeXi
（掴んである）ｋ７ａｄａ（掴んだ）＞
ｎｕｓｕｍｊｕｉ（盗む）＜ｎｕｓｕｍａｎ（盗ま
ない）nusudui（盗んでいる）nusudeX-
i（盗んである）nusuda（盗んだ）＞
ｎｕｍｊｕｎ（飲む）ｈａｓａｍｊｕｉ（はさむ）
ｋ?uｍｊｕｉ（踏む）ｊａｓｕｍｊｕｉ（休む）
７．？aOajun（上がる）＜７aOara（上が
ろう）？aDaroX（上がろう）？aOaraZ（
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教えている）hatatan（教えた）＞
ｗｕｊｕｉ（折る）＜wurox（折ろう）
ｗｕｒａｎ（折らない）ｗｕｉｂｕｓａ（折りた
い）ｗｕｔｕｉ（折っている）wuteXi（折
ってある）wutan（折った）＞
７ujun（織る）＜７urox（織ろう）
７uｒａｎ（織らない）？uｉｂｕｓａ（織りた
い）？utui（織っている）？utan（織っ
た）＞
ｋ?anaZjui（飼う）＜k7anaZroz（飼お
う）k7anaxraz（飼わない）k7anaxi
busa（飼いたい）ｋ７ａｎａＺｔｕｉ（飼ってい
る）ｋ?anaXteXi（飼ってある）ｋ７ａｎａＸ
ｔａ（飼った）＞
mudujun（戻る）＜mudurox（戻ろう）
muduran（戻らない）muduibusa（戻
りたい）mudutui（戻っている）ｍｕｄｕ－
ｔａ（戻った）＞
kand5ozjun（数える）＜kand5oXroX（
数えよう）kand5oXran（数えない）
kand5oZtui（数えている）kand50XteXi
（数えてある）kand5oZta（数えた）＞
Fabajui（固まる）＜FabaraX（固まら
ない）Fabatuzi（固まっている）
Fabata（固まった）＞
hajun（借りる）＜haroZ（借りよう）
haraZ（借りない）ｈａｉｂｕｓａ（借りたい）
hatui（借りている）hatezj（借りてあ
る）hatａ（借りた）＞
hawajun（変わる）＜hawaroZ（変ろう）
hawaraX（変わらない）ｈａｗａｉｂｕｓａ（
変わりたい）hawatui（変わっている）
ｈａｗａｔａ（変った）＞
ｓｕｊｕｉ（こする）＜suroX（こすろう）
suraZ（こすらない）ｓｕｉｂｕｓａ（こすり
たし、）sutuzi（こすっている）sutexi
（こすってある）sutａ（こすった）＞
maxjun（転ぶ）＜ｍａＸｒｏｘ（転ぼう）
ｍａｚｒａｚ（転ばない）ｍａｚｉｂｕｓａ（転びた
い）maxtui（転んでいる）maxta（転
んだ）＞
ｓａｗａｊｕｉ（さわる）＜sawaroX（さわ
ろう）sawarax（さわらない）ｓａｗａｉ
ｂｕｓａ（さわりたい）sawatui（さわって
いる）sawatezi（さわってある）
ｓａｗａｔａ（さわった）＞
Jibajun（しばる）＜jibaroX（しばろ
う）Jibaran（しばらない）ｊｉｂａｉｂｕ－
ｓａ（しばりたい）Jibatui（しばってい
る）JibateZi（しばってある）Jibata
（しばった）＞
kuXjun（閉める）＜ｋｕＸｒｏＸ（閉めよう）
ｋｕＺｒａｎ（閉めない）ｋｕＺｉｂｕｓａ（閉め
たい）ｋｕＸｔｕｉ（閉めている）kuXteZi
（閉めてある）ｋｕＸｔａ（閉めた）＞
Jijun（知る）＜Jirax（知らない）
ＪｉＸｂｕｓａ（知りたい）JittJui（知って
いる）jittJa（知った）＞
ｓｕｊｕｉ（磨る）＜suroZ（磨ろう）
suraZ（磨らない）ｓｕｉｂｕｓａ（磨りたい）
sutuXi（磨っている）sVteZi（磨ってあ◎
る）sglta（磨った）＞
sujui（剃る）＜suroX（剃ろう）
suraX（剃らない）ｓｕｉｂｉ１ｓａ（剃りたい）
sutuzi（剃っている）sutexi（剃ってあ◎
る）sutａ（弟１１つた）＞
ｋ７ａｊｕｉ（使う）＜ｋ７ａｒｏＺ（使おう）
ｋ７ａｒａＺ（使わない）ｋ?ａｉｂｕｓａ（使いた
い）ｋ?atuXi（使っている）ｋ?ateXi（
使ってある）ｋ７ａｔａ（使った）＞
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？ijun（射る）＜？ira（射よう）
？iｒｏＸ（射よう）７iraX（射らない）
７iｘｂｕｓａ（射りたい）？ituxi（射って
いる）？itexi（射ってある）７itａ（射
った）＞
ｔｓ７ｕｊｕｉ（釣る）＜Mura：（釣らない）
ts7utuxi（釣っている）＞
ｔｕｍａｊｕｉ（泊まる）＜tumaraX（泊ら
ない）tumatui（泊っている）＞
ｎａｊｕｉ（鳴る）nujun（塗る）nukujui
（残る）nujun（乗る）poZjun（這う）
ｐａＸｊｕｉ（計る）？iｊｕｉ（入る）paJijui
（走る）pikajui（光る）Cippajui（
引張る）ｐｉｊｕｉ（千る）ｐｉｊｕｉ（放る）
pukkjujui（ふくれる）Ｆｕｊｕｉ（降る）
Ｆｕｊｕｉ（振る）Finajui（減る）Ｆｕｊｕｉ
（掘る）maDajui（曲がる）ｍａＺｊｕｉ（
まわる）ｊｕＺｊｕｉ（酔う）ｊｕｗａｊｕｉ（弱
る）wajui（割る）
８．ｋ?iraZjun（きらう）＜ｋ?irazwan
（きらわない）k7iraZtui（きらっている）
k7iraxta（きらった）＞
surujui（揃う）＜suruwaX（揃わない）
surui？aｍｍａｓａ（揃いにくい）surutui
（揃っている）suruta（揃った）＞
７oXjui（会う）＜Ｍｒａ（会おう）
７ozwox（会おう）？ozwaz（会わない）
７ｏｘｉｂｕｓａ（会いたい）？oxtui（会っ
ている）？oXta（会った）＞
murajui（もらう）＜murawoZ（もらお
う）ｍｕｒａＸｒａｎ（もらわない）murai
busa（もらいたい）muraZtun（もらっ
ている）muraXteXi（もらってある）
muraZtan（もらった）＞
調査しえた動詞でＩ類の型に属して活用する
ものは以上の通りである。第２表では示してい
ないが，他に?appjun（遊ぶ）という動詞があ
り，これは第２表ではｔａｔＪｕｉ（立つ）とｔｕ－
ｂｊｕｉ（飛ぶ）との間に位置づけて表示すべき
である。
7appjun（遊ぶ）＜？appa（遊ぼう）？a－
ｐｐｏｚ（遊ぼう）？appan（遊ばない）
？aPpibusa（遊びたい）？attui（遊んで
いる）？atta（遊んだ）＞
Ⅱ類所属動詞
Ｉ類の所属動詞は甲類・乙類に大きく分けて
示すことにする。
甲類
wIkkIjun（追いかける）＜wIkklra（追
いかけよう）wlkklroZ（追いかけよう）
wlkklran（追いかけない）wIlddbusa
（追いかけたい）wlkkItun（追いかけてい
る）wIkkltan（追いかけた）＞
kakIjui（欠ける）＜kaklraZ（欠けない）
kakItui（欠けている）kaklta（欠けた）＞
k7uttsukIjun（くっつける）＜k7uttsu-O o
kIrox（くっつけよう）k7uttsuklraz（く
っつけない）kVttsukIbusa（くっつけたい）
kuttsukItui（くっつけている）kHttsu-O
klteZi（くっつけてある）kuttsuklta（
◎
くっつけた）＞
JjkkIjun（けんかする）＜J9kkIroX（け
んかしよう）Ｊｌｋｋｌｒａｎ（けんかしない）
Ｊｌｋｋｌｂｕｓａ（けんかしたい）JjkkItu:ｉ
（けんかしている）JjkklteZi（けんかして
ある）Ｊ:kklta（けんかした）＞
tasIkIjui（助ける）＜tasMraX（助けＯ
ない）tasifklbusa（助けたい）taslkI-o O
tuxi（助けている）tasikItezi（助けて
。
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ある）tasIkIta（助けた）＞
tukIjui（とける）Fukkljui（脹れる．ふ
くれる）makljui（負ける）mikkIjui（
みつける）？atsumYjui（集める）
nuDDIjun（すべる）＜nuDOlroX（すべろ
う）nuDD1ran（すべらない）ｎｕ９０Ｉｂｕ－
ｓａ（すべりたい）nuODItuXi（すべってい
る）nuODIteZi（すべってある）nuODIta
（すべった）＞
haOOIjun（背負う）＜haDDIroz（背負お
う）haOOIran（背負わない）ｈａＯＯＩｂｕ－
ｓａ（背負いたい）haDOItuZi（背負ってい
る）haOOIteXi（背負ってある）haDOIta
（背負った）＞
naOIjun（投げる）juDDIjun（にごる）
pa9Ijun（禿げる）piruDIjun（広げる）
maOIjun（曲げる）niDIjun（逃げる）
QIjun（越える）＜ＣＩＸｒｏＺ（越えよう）
ＣｌＺｒａｎ（越えない）ＣＩＸｂｕｓａ（越えた
い）Ｑ１ｚｔｕｉ（越えている）CIxtexi（越え
てある）ｃＩｘｔａ（越えた）＞
harabbIjun（のどがかわく）＜harabbY-
ran（かわかない）harabbItuZn(かわい
ている）harabblta（かわいた）＞
WurabIjun（比べる）＜k7urablroZ（比
べよう）k7urabIrax（比べない）k7urabl
busa（比べたい）MurabItuZi（比べてい
る）ｋ?urabIteZi（比べてある）ｋ７ｕｒａｂＩ－
ｔａ（比べた）＞
JibbIjun（萎れる）＜JibbIrax（萎れな
い）jibbltuXi（萎れている）jibblta（
萎れた）＞
wIXjun（植える）＜ｗＹＺｒａ（植えよう）
ｗ１ｚｒｏｚ（植えよう）ｗ１ｘｒａｚ（植えない）
ｗｌＸｂｕｓａ（植えたい）wIZtui（植えてい
る）wIXteXi（植えてある）wIZta（植え
た）＞
tatIjun（建てる）＜tatlroZ（建てよう）
tat1raZ（建てない）tatifbusa（建てた
い）tatItui（建てている）tatIteXi（建
ててある）tatlta（建てた）＞
ｔＩｊｕｉ（照る）nadIjun（撫でる）ｍａｄｄｌ－
ｊｕｉ（混ぜる）
tannljun（尋ねる）＜tannIrax（尋ねな
い）tannIbusa（尋ねたい）tannYtuZi
（尋ねている）tannIta（尋ねた）＞
panIjun（はねる）
７atsumIjun（集める）＜？atsumIra（集
めよう）？atsum1roZ（集めよう）
７atsum1raX（集めない）？atsumIbusa
（集めたい）？atsumltuZi（集めている）
？atslmIta（集めた）＞
ｈａｍｍＩｊｕｎ（隠す）＜ｈａｍｍｌｒｏＸ（隠そう）
ｈａｍｍｌｒａｎ（隠さない）ｈａｍｍＩｂｕｓａ（隠
したい）hammItuzi（隠している）
hammIteZi（隠してある）ｈａｍｍＩｔａ（隠し
た）＞
hatamljun（かつぐ）＜hatamlroX（か
つごう）hatamIraz（かつがない）
ｈａｔａｍｌｂｕｓａ（かつぎたい）hatamItuZi
（かついでいる）hatamYta（かついだ）＞
samIjui（覚める）＜samlroZ（覚めよ
う）samlraX（覚めない）ｓａｍＩｂｕｓａ
（覚めたい）ｓａｍＩｔｕｉ（覚めている）
ｓａｍｌｔａ（覚めた）＞
Jimljun（締める）＜JimlroZ（締めよう）
JimlraZ（締めない）Jimifbusa（締め
たい）jimirtui（締めている）JimfteZi
（締めてある）ＪｉｍＩｔａ（締めた）＞
sumljun（染める）＜ｓｕｍ１ｒｏｘ（染めよ
－９４－
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hannaOijun（捨てる）＜hannaDiroZ（捨
てよう）hannaOiran（捨てない）
hannaDibusa（捨てたい）hannaDitui（
捨てている）hannaOiteXi（捨ててある）
hannaDita（捨てた）＞
Ｊｉｚｊｕｉ（添える）＜Ｊｉｚｒｏｚ（添えよう）
Ｊｉｚｒａｚ（添えない）Ｊｉｘｂｕｓａ（添えた
い）jiZtui（添えている）JiZteXi（添
えてある）Ｊｉｚｔａ（添えた）＞
nuJijui（乗せる）ｍｉＪｉｊｕｉ（見せる）
juJijui（寄せる）wajjijui（忘れる）
jind5ijui（信じる）＜Jind5iroZ（信じ
よう）Jind5iraX（信じない）Ｊｉｎｄ５ｉｂｕ－
ｓａ（信じたい）Jind5itui（信じている）
Jind5ita（信じた）＞
sudatijui（育てる）＜sudatiroz（育て
よう）sudatiraX（育てない）sudati
busa（育てたい）sudatituZi（育ててい
る）sudatiteZi（育ててある）sudatita
（育てた）＞
７akirijui（飽きる）＜？akiriraX（飽き
ない）？akiritui（飽きている）？aｋｉｒｉ－
ｔａ（飽きた）＞
k7urijun（くれる）＜k7urira（くれよう）
ｋ?uriroz（くれよう）ｋ?uriran（くれな
い）ｋ７ｕｒｉｂｕｓａ（くれたい）k7uritui（
くれている）k7uriteXi（くれてある）
k7urita（くれた）＞
k7urijun（暮れる）＜ｋ７ｕｒｉｒａｎ（暮れ
ない）ｋ７ｕｒｉ７ａｍｍａｓａ（暮れにくい）
k7uritui（暮れている）ｋ?urita（暮れた)＞
？irijun（入れる）＜７irira（入れよう）
7iriroX（入れよう）？iriraZ（入れない）
７iｒｉｂｕｓａ（入れたい）？iritui（入れて
いる）？iritexi（入れてある）？irita（
う）ｓｕｍ１ｒａＸ（染めない）ｓｕｍｌｂｕｓａ（
染めたい）sumItui（染めている）ｓｕｍ１－
ｔｅＸｉ（染めてある）ｓｕｍＩｔａ（染めた）＞
ｔｕｍＩｊｕｉ（止める）＜tumIraZ（止めな
い）tumltui（止めている）＞
mlXjun（生える）Fad5imIjui（始める）
Fumljui（ほめる）ｍＩＺｊｕｉ（燃える）
ｊａｍｌｊｕｉ（やめる）namljun（なめる）
darIjun（疲れる，だれる）＜darlran
（疲れない）darltui（疲れている）
darirta（疲れた）＞
darIjun（萎れる）nurfjui（濡れる）
murIjui（漏れる）hakkljun（暮れる）
以上の中でtatljun（建てる）nadljun
（撫でる）tannIjun（尋ねる）ｈａｍｍ１－
ｊｕｎ（隠す）darYjun（疲れる）は，その活
用を詳しく調査して，第Ｉ類甲の表に位置づけ
る必要がある。
乙類
？ubuijui（覚える）＜？ubuira（覚えよ
う）？ubuiran（覚えない）？ubuibusa
（覚えたい）？ubuitui（覚えている）
？ubuitan（覚えた）＞
kutaijui（答える）＜kutairoX（答えよ
う）kutairaX（答えない）kutaibusa
（答えたい）kutaituZi（答えている）
kutaiteZi（答えてある）kutaita（答え
た）＞
k7iXjun（消える）＜ｋ?ｉＸｒａｎ（消えな
い）ｋ７ｉＸｔｕｉ（消えている）ｋ?iＺｔａ（消え
た）＞
sugijun（過ぎる）＜sugiraZ（過ぎない）
ｓｕｇｉ？aｍｍａｓａ（過ぎにくい）sugitui（
過ぎている）sugita（過ぎた）＞
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入れた）＞
？umarijui（生れる）＜？umariraz（生
れない）？umarituZi（生れている）
？umarita（生れた）＞
？urijui（降りる）＜？uriroX（降りよう）
？uriraZ（降りない）？uribusa（降りた
い）？uritun（降りている）？uritan（降
りた）＞
ssarijui（くされる）＜ssariraZ（くさ
れない）ssari？aｍｍａｓａ（くされにくい）
ssaritui（くされている）ssarita（くさ
れた）＞
harijui（枯れる）＜hariraZ（枯れない）
harituXi（枯れている）harita（枯れた)＞
naDarijui（流れる）narijui（慣れる）
parijui（晴れる）midarijui（乱れる）
wurijui（折れる）
Ｈ類乙はｋ?antijui（落ちる）の例のみを活
用表に示した。Ｉ類甲と平行的に活用表をつく
るならば，語幹末尾音の異なる動詞を取り出し
て表示しなければならない。しかし，他の動詞
も，ただ前部形式が異なるだけで，活用はｋ?‐
ａｎｔｉｊｕｎと全く同じである。
次に，以下に示す動詞も同じくＨ類の活用で
はあるが，基本語基語幹が甲・乙とは異なる。
基本語基語幹は甲ではＣＩＣ，乙ではＣｉＣであ
るのに対し，これらの動詞ではＣＭである。こ
れは連用形語尾がＩになるか，ｉになるか，あ
るいはｅになるかの相違を示すが，それ以外で
は甲も乙も，またこれらの動詞も活用は全く同
じである。但し，Ⅱ類の中で，甲と乙を分ける
のであれば，これらの動詞も丙として活用表を
示すべきであるが，ここでは活用表は省いてあ
る。
？ijZjui（明ける）＜？eＸｒａ（明けよう）
？eZroZ（明けよう）WjXraZ（明けない）
？ijXbusa（明けたい）？eXtui（明けてい
る）？§xtexi（明けてある）？exta（明け
た）＞
h6Zjun（変える）＜ｈ６ＸｒｏＺ（変えよう）
ｈ６Ｚｒａｎ（変えない）ｈ６Ｘｂｕｓａ（変えたい）
hijxtui（変えている）h6ztexi（変えてあ
る）ｈ６ｚｔａ（変えた）＞
ｋ７６ｘｊｕｉ（掛ける）＜k7exroX（掛けよう）
ｋ?eXraX（掛けない）ｋ７６Ｚｂｕｓａ（掛けた
い）ｋ７ｅＸｔｕｉ（掛けたい）ｋ?ijZteXi（掛け
てある）ｋ７ｅｚｔａ（掛けた）＞
k76Zjun（賭ける）＜ｋ?eZroZ（賭けよう）
ｋ７ｅＺｒａＺ（賭けない）ＭｉＺｔｕｉ（賭けてい
る）＞
kaOOijXjun（考える）＜kaDD6ZroX（考え
よう）kaOD6ZraZ（考えない）kaOO6X
busa（考えたい）kaOOeZtui（考えている）
kaOOeXteZi（考えてある）kaDO6Xta（考
えた）＞
Fur5Xjui（がまんする）＜Fur6ZrOX（が
まんしよう）FureXraZ（がまんしない）
FureXbusa（がまんしたい）FurijZtui（
がまんしている）FureXta（がまんした）＞
ｋ７ｗｂＺｊｕｎ（肥える）＜ｋ７ｗ６ＺｒｏＸ（肥えよ
う）Ｍｗ６ＺｒａＺ（肥えない）ｋ?ｗ６Ｚｂｕｓａ
（肥えたい）ｋ７ｗ６ｘｔｕｉ（肥えている）
ｋ７ｗ６Ｘｔａ（肥えた）＞
tumezjun（さがす）＜ｔｕｍｅｚｒｏｘ（さがそ
う）ｔｕｍ６ＺｒａＺ（さがさない）ｔｕｍ６Ｚ
ｂｕｓａ（さがしたい）ｔｕｍ６Ｚｔｕｉ（さがして
いる）tumeZteZi（さがしてある）ｔｕｍ６Ｚ
ｔａ（さがした）＞
w6zjun（隔てる，分ける）ｊ６ｘｊｕｉ（やせる）
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形容詞の活用
１．活用の分類
志戸桶方言の形容詞の活用をその語幹末尾の
構造で分類してみると，大きく次の二つの類に
分けられる。
ＩＣＶ構造
ＨＣＶ，ＣＶＣＶ構造
Ｉ類はまた，語幹末尾にＱ（促音）があらわ
れるか否かによって＝つに分けられ，その各々
がさらに語幹末尾音の具体的な相異によって，
いくつかに下位分類される。Ｉ類についても同
様に分類される。
以上の分類をまとめて示してみると，次のよ
うになる。
イ
ロ
ハ
ニ
ホ
ヘ
イ
ロ
１
１
１
１
１
１
２
２
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
－
Ｉ
１
－
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
１
１
(高い）
(早い）
（暑い）
(痒い）
(大きい）
(新しい）
(悪い）
(軽い）
ｔａｘｓａｉ
ｐ６ｘｓａｉ
？ａｔｓｕｓａｉ
ｋａｊｏＸｓａｉ
？ｕｂｆｓａｉ
ｍｉｘｓａｉ
ｗａｓｓａｌ
ｇａｓｓａｉ
－(,)ａ
－(')ｅ
－ｔｓｕ
－(')ｏ
－ｂＹ
－(')ｉ
－Ｑ－ｒｕ
－Ｑ
Ｖ
Ｑ
Ｃ１
２
ｒ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
－
１
Ｉ
ｌ
－
－
ｌ
ＩＣＶ
middasai（珍しい）11ⅢCＶＣＶ
Ｌ－－－
-.a，－dａＪｉ
ＨＣＶ，ＣＶＣＶ
2.ＱＣＶ〕ＣＶＣＶ－Ｑ，一ru，－ruJi？utussai（こわい）
ＩとＨはそれぞれ国語のク活。シク活に対応
する。また，Ｉの２イ等のように，語幹末尾に
_Ｑ（促音）と_ｒｕがあらわれるものがある
が，これは－ｒｕが－Ｑに交替したためである｡
2．活用体系
１で示した分類に基いて，志戸桶方言の形容詞の活用体系を示すと，第９表の通りになる。
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第９表
形容詞の活用未然形。 ]El億 １連用形一 １１３終止形 Ⅲ連体形 jlilii
？ａｔｓｕ
ｋａＪｏ：
ｗａＱ
ｗａｒｕ
ｇａＱ
mlddoI〃「71ＴＦＴ77-Ｆ~Ｆ~Ｆ－Ｆ１￣７７－ｎコ
ｍｌｄｄａＪｉ
２
7ｕｔｕＱ ■■■■■■■Ⅱ■■
?utum■■■■■■■■
'１１鑿篝 ［霞
－９８
分
類
形
容
詞
語
幹
未
然
形
条
件
形
連
用
形， ２
連
用
形
終
止
形，
終
止
形２
終
止
形３
連
体
形
準
体
形
推
量
形
接
続
形
Ｉ
１イ
１ロ
１ハ
１二
１ホ
１へ
２イ
２ロ
■－
局い
早い
暑 し、
痒 し、
大きい
新しい
悪 し、
軽 し、
tａＸ
ｐ ●●▼ｅ▲
?
kajoX
?uｂＹ
ｍｉｘ
gaQ
ｓａｒａ
″
″
〃
〃
〃
〃
〃
sari
″
″
″
″
″
″
″
ｋｕ
〃
〃
〃
ﾉﾉ
〃
〃
″
ｓａ
″
″
″
″
″
″
″
ｓａ
〃
″
″
″
″
″
″
ｓａｌ
″
″
″
″
″
″
″
ｓａｎ
〃
″
″
″
″
″
″
ｓａｎ
″
″
″
〃
″
″
″
ｓａ
″
″
″
″
″
″
″
sａｒｏＸ
″
″
″
″
″
″
″
sati
″
〃
″
″
″
″
″
Ⅱ
１ 珍しい
こわい
ｍｌｄｄａ
mYddaJi
?utuQ
７ｕｔｕｒｕ
７uturuJi
〃
〃
″
″
″
″
″
〃
″
″
〃
″
″
″
〃
″
″
″
″
″
″
″
″
″
主な接尾形式
bａ
(ぱ）
bａ
(ば）
najui
(なる）
ｎｅＸ
(76.,､）
ｓｕｎ
Ｈ－ろ）
najui
(なる）
ｎｅＸ
(軸､）
ｓｕｎ
(する）
体言 ＳＯＸ
(のま）
ｔａｎ
(た）
Hosei University Repository
以下，各活用形の用例を示す。
㈲未然形
ｔａＸｓａｒａｂａＦｏＺｗａｎ（高かったら買わない）
？atsusaraba？iｋｕｎａ（暑かったら行くな）
jiOarasaraba？iｋｕｎａ（』忙しかったら行
くな）
㈹条件形
ｔａＺｓａｒｉｂａＦｏＺｗａｎ（高ければ買わない）
？atsusariba？iｋｕｎａ（暑ければ行くな）
JiDarasariba？ｉｋｕｎａ（忙しければ行く
な）
け連用形，
ＪｉｎａｍｕｎＤａｄａｎｄａｎｔａＸｋｕｎａｊｕｉ（品物が
だんだん高くなる）
kattozJiz？atsukunajui（だんだん暑く
なる）
kattoXIiXJiOaraJikunajui（だんだん`忙
しくなる）
ｈａｎｓｕＺｊａｔａＸｋｕｎｅＺ（芋は高くない）
ｋｊｕＺｊａ？atsukuneZ（今日は暑くない）
kjuXjaJiOaraJikuneX（今日は`忙しくな
い）
ｏＺｇｅｎｔａＺｋｕｎｅＺｎｄｏＺ（決して高くないよ）
ｔａＺｋｕｎｅＸｍｕｎｄ５ａＯａＦｏｚｊｕｎｔＪ７ｏＸｗｕ－
ｒａｎ（高くないのだが，買う人はいない）
②連用形２
ｔａＺｓａｎａｔｉｎｊａＸＦｏＺｗａｒａｎ（高くなっ
てもう買えない）
kattoZJiXJiOarasanajui（だんだん忙し
くなる）
ｈａｎｓｕｚｊａｔａｚｓａｎｅｘ（芋は高くない）
ｋｊｕＺｊａ？atsusaneX（今日は暑くない）
kjuZjaJiDarasaneX（今日は,忙しくない）
ｏｘｇｅｎｔａｘｓａｎｅｚｎｄｏｚ（決して高くないよ）
taxｓａｎｅＸｍｕｎｄ５ａＯａＦｏＺｊｕｎｔＪ７ｏＺｗｕｒａ
、（高くないのだが，買う人はいない）
ｔａＺｓａＪｉｒａｍｂａｊｕｔａｓａｎ（高くしなけれ
ばよい）
taZsabakkaiJiFitJaXsaJiraz（高<ば
かりして低くしない）
ｔａＺｓａｓｕｓｕｎａ（高くするのか）
ｔａＺｓａｓｕｓｕｋａｊａＺ（高くするのかしら）
taXsanenkaJaX（高くないかしら）
ｔａＺｓａｊｅｎｄｏＺ（高いですぞ）
natsoX7atsusajeZnnja（夏は暑いです
か）
ｋｊｕＺｊａ？ippai7atsusajeZija（今日
はとても暑いですね）
ｋｊｕｚｊａ？ippaiJiDarasajezija（今日
はとても忙しいですね）
ｐ６Ｚｓａｔｕｒｉ（早く取れ）
㈹終止形，
ＦｕｎｓｅＺｊａｔａＸｓａ（この酒は高い）
７iruOatJurasajaZ（色がきれいね）
⑰終止形２
ＦｕｎｓｅＺｊａｔａＺｓａｉ（この酒は高い）
７aｒｉｍｕＦｕｒｉｍｕｊｕｔａｓａｉ（あれもこれも
よい）
kjurasaijaX（美しいね）
ｎａｔｓｏＸ７ｉｔｓｕｍｕ？atsusai（夏はいつも
暑い）
njamaX7ippaiJiOarasai（今はとても`忙
しい）
㈲終止形３
ＦｕｎｓｅＺｊａｔａＸｓａｎ（この酒は高い）
FUreZtaZsannjaZ（これは高いか）
jappaztaxsandox（やっぱり高いぞ）
ＦｕｎｔａＺｓａｊｕｋｋａｔａＺｓａｎ（この高さより高
い）
natsoX7atsusannja（夏は暑いか）
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FujozJiDarasannja（冬は`忙しいか）
ｔｓｍｓａｎｄｏＺ（強いぞ）
②連体形
ｔａＺｓａｎｓｅＺｊａＦＯＺｗａｒａＸ（高い酒は買え
ない）
taxsan？aｍｂｅｚｄ５ａ（高そうだ）
７atsusampezjaFatarakaran（暑い日
は働けない）
ＪｉＤａｒａｓａｍｐｅＺｊａｊａｓｕｍａｒａｎ（`忙しい
日は休めない）
ｄａＤａｋａｋｌｂａｊｕｔａｓａｍｍｕｎ（君が書けば
よいものを）
㈹準体形
ｓｕ（の）に接する。
tJaZJiJJi？aＪｊｉＯａｎＩｔａＺｓａｓｕｊｏＺ（どう
してそんなにまで高いか）
ｓｅｚＤａｔａｚｓａｓｕｄ５ａｚ（酒が高いのだ）
ｄｉｎＤａｔａＸｓａｓｕｋａｊａＸ（どれが高いのかし
ら）
ｔａＺｓａｓＯＸＦＯＸｗａｎ（高いのは買わない）
伽（か）に接する。
ｔａｘｓａｍｌ（高いか）
natsoZ？atsusamI（夏は暑いか）
FujozJiOarasamI（冬は忙しいか）
ｔｅｘ（～ならば）に接する。
ｔａｘｓａｔｅｚＦｏｚｗａｎ（高いならば買わない）
7atsusateZ？iｋｕｎａ（暑ければ行くな）
ｔａ，ｔａｎ（た）に接する。
７ａＤｋｕｒｏｚｄｚｕｉｂｕｎｔａＺｓａｔａｎｄｏｘ（あの
頃はずいぶん高かったぞ）
ｋ７ｉｔｔｏｔａｘｓａｔａｎｎｉｔＪ７ｉＯｅｘｎｅｘ（きっ
と高かったにちがいない）
njaZnai？uｂｌｓａｔａｄｄｏＺＤａ（もう少し大
きかったでしょうが）
Fud5oZ？ippai？atsusata（昨年は大変暑
かつた）
Fud5ox？ippailiDarasata（昨年は大変
`忙しかった）
㈲推量形
７ａｎ？ijoztazsaroxjaz（あの魚は高いだ
ろう）
７atJaX？atsusaroZ（明日は暑いだろう）
？atJaxjiDarasaroz（明日は`忙しいだろう）
㈹接続形
ｔａＺｓａｔｉＦＯＸｗａｒａｎ（高くて買えない）
？atsusati？uＺｊｉｒａｎ（暑くてかなわない）
？uｂＩｓａｔｉｋ７ａＸｒａｎ（大きくて使えない）
？atsusatipateXkai？ｉｋａｒａｎ（暑く
て畑へ行かれない）
？atsusatiFatarakaran（暑くて働けな
い）
JiDarasati？iｋａｒａｎ（`忙しくて行けない）
jiOarasati7atJaZ？iｋａｒａｎ（`忙しくて
明日は行けない）
接続形はまた，そのままの形で「過去」の意
もあらわす。
Fud5oZ7ippai7atsusati（昨年は大変暑
かった）
Fud5oX7ippaiJiOarasati（昨年は大変`忙
しかった）
3．所属形容詞
志戸桶方言の形容詞は大きく１．Ｈ類に分か
れるが，以下，このＩ類とＨ類に属して活用す
る形容詞の語例を示す。
Ｉ類
ｔａＸｓａｉ（高い）と全く同じように活用する
もの。
naOasai（長い）juwasai（弱い）
k7urasai（暗い）ｗａｘｓａｉ（若い）
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tJ?ikasai（近い）pitJaZsai（低い）
kjurasai（美しい）pakkasai（恥しい）
７atsusai（暑い）と全く同じように活用す
るものにts7usai（強い）ｔｕＺｓａｉ（遠い）
がある。
gassai（軽い）と全く同じように活用する
ものには？ubussai（重い）がある。
また，以下の形容詞もその連用形からしてＩ
類に属して活用するものと解される。
－
７ozSai（青い）＜？oＸｓａｎａｊｕｉ（青くなる）
7oZkunajui（青くなる）？oＺｓａｒｉｂａ（青
ければ）＞
？azsai（赤い）＜７aｚｋｕｎａｊｕｉ（赤くなる）
？aＺｓａｒｉｂａ（赤ければ）＞
nukusai（温い）＜nukukunajui（温くな
る）＞
？atJisai（厚い）＜？atJikunajui（厚く
なる）＞
７aｍａｓａｉ（甘い）＜？aｍａｋｕｎａｊｕｉ（甘く
なる）＞
？arasai（荒い）＜？arakunajui（荒くな
る）＞
７asasai（浅い）＜？asakunajui（浅くな
る）＞
Fubasan（固い）＜FubakuneXn（固くな
い）＞
Fagozsai（にくい）＜Ｆａｇｏｋｋｕｎａｊｕｉ（に
くくなる）＞
Mitanasa（きたない）＜ｋ７ｉｔａｎａｋｕｎａ－
ｊｕｉ（きたなくなる）＞
ssasa（くさい）＜ｓｓａｋｕｎａｊｕｉ（くさく
なる）＞
k7urusan（黒い）＜ｋ?urukunajun（黒く
なる）＞
Ｆｕｍａｓａ（細い）＜Ｆｕｍａｋｕｎａｊｕｉ（細くな
る）＞
ｐｉｚｓａｉ（寒い）＜ｐｉｚｓａｎｅｚ（寒くない）
ｐｉＸｋｕｎａｊｕｉ（寒くなる）＞
？ad5aOarasan（塩辛い）＜？ad5aOaraku
najun（塩辛くなる）
Jibusa（渋い）＜jibukunajun（渋くな
る）＞
subeXsa（すっぱい）＜subeXkunajun（
すっぱくなる）＞
Jirusai（白い）＜Jirukunajui（白くな
る）＞
？isaXsai（少ない）＜？isaZkunajui（少
なくなる）＞
？ibasai（狭い）＜？ibakunajui（狭くな
る）＞
７inasai（小さい）＜？inakunajui（′｣､さ
くなる）＞
pigurusai（冷たい）＜pigurukunajui
（冷たくなる）＞
nijasai（苦い）＜nijakunajui（苦くな
る）＞
plssai（薄い）＜pIsukunajui（薄くな
る）＞
？ubussa（重い）＜？ubussaneX（重くな
い）？ubukkunata（重くなった）＞
Ｈ類
mlddasai（珍しい）と全く同じ活用するも
のにJiOarasan（`忙しい）sudasan（涼し
い）がある。
また，？aｍｍａｓａｉ（だるい）もその連用形
からして，Ⅱ類に属して活用するものと解され
る。
７ammasai（だるい）＜？aｍｍａｓａｎａｊｕｉ（
だるくなる）？ammajikunajun（だるくな
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る）＞
助動詞
今回の調査で得られたいわゆる助動詞に相当
する形式を示す。また，調査しえた限りの活用
jｕｍａｔＪｉ７ａｎ（読ませてある）
jｕｍａｔＪａ（読ませた）
形も示す。
Ｌｓｕｉｓｕｎ（せる，使役）
d５ｉＸｊｕｍａｓｕｎ（字を読ませる）
？ｕｔｔｕｂａ？ablrasul（弟を呼ばせる）
ｗａｍｂａｍａｔａｓｕｉ（私を待たせる）
Jiken7ukIrasui（試験を受けさせる）
ｔｅｔｓｕｍａＤ１ｒａｓｕｉ（鉄を曲げさせる）
hansuZnirasui（芋を煮させる）
d5izkakasui（字を書かせる）
？aｒｉｔａｔａｓｕｉ（彼を立たせる）
Ｆｕｍａｋａｉｋｕｒａｓｕｉ（ここへ来させる）
ｔ１ＸｍａＤ１ｒａｓｕｉ（手を曲げさせる）
ｊｕｍａｓａ（読まそう）
ｊｕｍａｓｏＺ（読まそう）
ｊｕｍａｓａｎ（読まさない）
ｊｕｍａｓａｂａ（読主さば）
ｊｕｍａｊｉｂａ（読ませば）
ｊｕｍａｊｉ（読ませ）
ｊｕｍａｓｕｎａ（読ますな）
ｊｕｍａＪｉｂｕｓａ（読ませたい）
jumasaZnu（読ませながら）
ｊｕｍａｊｅＺｎ（読ませます）
ｊｕｍａｓｕｎｔｍｕ（読ませる人）
ｊｕｍａｓｕＤＯａｎＩ（読ませるまで）
ｊｕｍａｓｕｓｏＺ（読ませるのは）
ｊｕｍａｓｕｔｅＺ（読ませるなら）
ｊｕｍａｓｕｒｏＺ（読ませるだろう）
ｊｕｍａｂｊｉ（読ませて）
ｊｕｍａｔＪｕｉ（読ませている）
受身,･可能）
〕（人に頼まれる）
（人を漕がされる）
rｉｎ（人に助けられる）
ｒiｎ（今日から起きられ
2．ｒｉｒｉｎ（れる，受身
tＪ７ｕｎｉｔａｍｍａｒｉｎ（人に頼まれぞ
FｕｎｉＦｕＯａｓａｒｉｎ（人を漕が
tJ7unitasukl arin（人に助
ｋｊｕＸｋａｒａｗｌＸｒａｒｉｎ 日からｉ
る）
Fud5i？iｋａｒｉｚ（漕いで行かれる）
ｔｌｚｄ５ｉｔｕｒａｒｉＺ（手で取られる）
tａｍｍａｒａ（頼まれよう）
tａｍｍａｒｏＺ（頼まれよう）
tａｍｍａｒａｎ（頼まれない）
tａｍｍａｒａｂａ（頼まらば）
tａｍｍａｒｉｂａ（頼まれば）
tａｍｍａｒｉ（頼まれなさい）
tａｍｍａｒｉｎｎａ（頼まれるな）
tａｍｍａｒｉｂｕｓａ（頼まれたい）
tａｍｍａｒａＸｎｕ（頼まれながら）
tａｍｍａｒｅｘｎ（頼まれます）
tａｍｍａｒｉｎｔＪ７ｕ（頼まれる人）
tａｍｍａｒｉｎＯａｎＩ（頼まれるまで）
tａｍｍａｒｉｓｏｚ（頼まれるのは）
tａｍｍａｒｉｔｅｚ（頼まれるなら）
tａｍｍａｒｉｓｏＸ（頼まれるのは）
tａｍｍａｔｔｉ（頼まれて）
tａｍｍａｔｔｕｉ（頼まれている）
ｔａｍｍａｔｔｉ?a、（頼れてある）
tａｍｍａｔｔａ（頼れた）
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ajuxsuijuxsun（～できる，能力）
FuniFuDijuXsun（舟を漕ぐことができる）
QittJizCid5uxFatarakijuZsun（１日
中働くことができる）
７inasammun？ａｔｉｍｕｍｉＸｊｕＸｓｕｎ（小
さいものでも見ることができる）
pijZsawIZjuxsun（早く起きることができ
る）
mizjuzJiran（見ることができない）
ｍｉＸｊｕＸｊｉｒａｂａ（見ることができるならば）
ｍｉＸｊｕＸｊｉｒｉｂａ（見ることができれば）
ｍｉＸｊｕＺＪｉｂｕｓａ（見ることができたい）
mixjuzsaxnu（見ることができながら）
ｍｉＺｊｕＺｓｕｎｔＪ?ｕ（見ることができる人）
miXjuZjinOanif（見ることができるまで）
ｍｉｘｊｕＸｓｕｓｏｚ（見ることができるのは）
ｍｉｚｊｕｚｓｕｔｅｚ（見ることができるならば）
mizjuxsurox（見ることができるだろう）
mizjuxtJi（見ることができて）
miZjuZtJui（見ることができている）
5．jassajassaijassan（～しやすい
容易）
７ａｍａｋａｉ７ｉｋｉｊａｓｓａｉ（あそこへ行きや
すい）
ＦｕｍａｋａｉｋｉＸｊａｓｓａｉ（ここへ来やすい）
Ｆｕｎｄ５ｉＸｊａｍｉＸｊａｓｓａｉ（この字は見や
すい）
？iｋｉｊａ５ｓａｒａｂａ（行きやすければ）
７iｋｉｊａｓｓａｒｉｂａ（行きやすければ）
７iｋｉｊａｓｓａｎｅＺｎ（行きやすくない）
？ikijassaXnu（行きやすいながら）
？iｋｉｊａｓｓａ（行きやすい）
？ikijassan（行きやすい）
７ikijassantJ?ｕ（行きやすい人）
７ikijassasoZ（行きやすいのは）
７iｋｉｊａｓｓａｔｅＺ（行きやすいなら）
７iｋｉｊａｓｓａｔａ（行きやすかった）
７ikijassaroX（行きやすいだろう）
？ikijassati（行きやすくて）
６？ａｍｍａｓａ７ａｍｍａｓａｉ？ammasan（～
しにくい困難）
７ａｍａｋａｉ７ｉｋｉ７ａｍｍａｓａ（あそこへ行き
にくい）
ＦｕｍａｋａｉｋｉＺ？aｍｍａｓａ（ここへ来にくい）
Ｆｕｎｄ５ｉＸｊａｍｉｚ？ａｍｍａｓａ（この字は見
にくい）
？iｋｉ７ａｍｍａｓａｒａｂａ（行きにくければ）
？ｉｋｉ？aｍｍａｓａｒｉｂａ（行きにくければ）
？iｋｉ７ａｍｍａＪｉｋｕｎｅＺｎ（行きにくくない）
７ｉｋｉ？aｍｍａｓａｎｅｚｎ（行きにくくない）
？iｋｉ７ａｍｍａｓａＸｎｕ（行きにくいながら）
？iｋｉ７ａｍｍａｓａｉ（行きにくい）
？ｉｋｉ？ammasan（行きにくい）
？iki7ammasantJ?ｕ（行きにくい人）
4．busabusaibusan（たい願望）
FuniFuOibusa（舟を漕ぎたい）
FｏｎｍｉＸｂｕｓａ（本を見たい）
FuOibusaraba（漕ぎたければ）
FuOibusariba（漕ぎたければ）
FuOibusanezn（漕ぎたくない）
FuDibusaZnu（漕ぎたいながら）
FuOibusai（漕ぎたい）
FuOibusan（漕ぎたい）
ＦｕＯｉｂｕｓａｎｔＪ７ｕ（漕ぎたい人）
FuDibusasox（漕ぎたいのは）
FuOibusatez（漕ぎたいならば）
FuDibusarox（漕ぎたいだろう）
FuDibusati（漕ぎたくて）
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ｋａｋｉｍｐｊｏＺｒａｂａ（お書きになれば）
ｋａｋｉｍｐｊｏＸｒｉｂａ（お書きになれば）
kakimpjoXri（お書きなさい）
ｋａｋｉｍｐｊｏＸｒｕｎａ（お書きになるな）
kakimpjoZibusa（お書きになりたい）
kakimpjoZjaXnu（お書きになりながら）
kakimpjoXjeXn（お書きになります）
kakimpjoZjuntJ7u（お書きになる人）
kakimpjoXjunOanI（お書きになるまで）
kakimpjoZjusoZ（お書きになるのは）
kakimpjoZjuteX（お書きになれば）
kakimpjozjuroX（お書きになるだろう）
kakimpjoXtJi（お書きになって）
kakimpjoZblui（お書きになっている）
kakimpjoZtJi?aｎ（お書きになってある）
kakimpjoXbja（お書きになった）
尊敬をあらわすのに，上記のmpjoXjuiの他
に，動詞の？umoXjui（いらっしゃる）が形式
動詞的に用いられて，尊敬表現を形成する場合
がある。
FuniFud5i7umozjui（舟を漕いでいらっ
しゃる）
Jimbunjudi7umoZjui（新聞を読んでい
らっしゃる）
Ｆｕｓａｔｕｔｉ７ｕｍＯＸｊｕｉ（草を取っていらっしＯ
やる）
（行きにくいのは）
（行きにくいなら）
（行きにくかった）
(行きにくいだろう）
(行きにくくて）
?ｉｋｉ
?ｉｋｉ
７ｉｋｉ
？ｉｋｉ
？ｉｋｉ
?ａｍｍａｓａｓｏＺ
?ａｍｍａｓａｔｅＺ
?ａｍｍａｓａｔａｎ
?ａｍｍａｓａｒｏＸ
７ａｍｍａｓａｔｉ
7．gurusagurusaigurusan（～しにく
い困難）
?ａｍａｋａｉ？ikigurusa（あそこへ行きに
くい）
FｕｍａｋａｉｋｉＸｇｕｒａｓａ（ここへ来にくい）
Fund5iXjamiXgurusa（この字は見に
くい）
７ikigurusaraba（行きにくければ）
？ikigurusariba（行きにくければ）
？ikigurusaneXn（行きにくくない）
？ikiguruJikunezn（行きにくくない）
？ikigurusaZnu（行きにくいながら）
？ikigurusai（行きにくい）
？ikigurusan（行きにくい）
？ikigurusantJ?ｕ（行きにくい人）
？ｉｋｉｇｕｒｕｓａｓｏｚ（行きにくいのは）
７ｉｋｉｇｕｒｕｓａｔｅＸ（行きにくいなら）
？iｋｉｇｕｒｕｓａｔａ（行きにくかった）
7ikigurusaroZ（行きにくいだろう）
７ikigurusati（行きにくくて）
8．mpjoxjuimpjozjun（～しなさる尊
敬）
kakimpjoXjun（お書きになる）
ｐｅｚｋｕｗＩｚｍｐｊｏｚｊｕｉ（早くお起きになる）
mimpjoxjun（見なさる）
ｍｉｍｐｊｏＸｊｕｉ（見なさる）
kakimpjoZra（お書きしよう）
kakimpjoZran（お書きにならない）
9．nessuinessun（～しそうだ様子）
kakjunnessui（書きそうだ）
kakjunnessun（書きそうだ）
kakjunnessuran（書きそうでない）
kakjunnessuraba（書きそうならば）
kakjunnessuriba（書きそうならば）
kakjunnessujaZnu（書きそうでありなが
ら〉
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kakjunnessuntJ7u（書きそうな人）
kakjunnessusoZ（書きそうなのは）
kakjunnessuteX（書きそうなら）
kakjunnessuroZ（書きそうだろう）
kakjunnessuti（書きそうで）
kakjunnessuta（書きそうだった）
nessuiはｎｅ（～の様）とＳｕｉ（する）に分
析できるかもしれない。従って，これを助動詞
とすることに多少問題があるが，一応ここでは
このように取扱っておく。
また，（～しそうだ）をあらわすのに，７a－
ｍｂｅｚ（安排）が用いられる場合もある。
？ａｍａｋａｉ？ikjun？aｍｂｅＺｄ５ａ（あそこへ
行きそうだ）
ＦｕｍａｋａｉｋｉＸ？ａｍｂｅｚｄ５ａ（ここへ来そ
うだ）
１１．，（ない否定）
ｎｕＺｍｕｔｕｒａｎ（なにも取らない）
ｎｊａｘｍｉｒａｎ（もう見えない）
ｎｊａＸｋｕｒａｎ（もう来ない）
ｎｊａｘＪｉｒａｎ（もう知らない）
ｋｕｒａｎｔＪ７ｕ（来ない人）
ｋｕｒａｎｓｏＸ（来ないのは）
ｋｕｒａｎｔｅＺ（来ないなら）
ｋｕｒａｎｔａｎ（来なかった）
否定は他に活用語の語尾部分が長音化してあ
らわされる場合もある。
njaZkuraX（もう来ない）
njaXjirax（もうしない）
また，形容詞の場合はnexmezn（ない否
定）等に接する。
l２ｔａｔａｎ（た過去）
kakjuta（書いた）
kakjutan（書いた）
kａｋａｓｕｔａ（書かせた）
kakibusatan（書きたかった）
１０．ｊｅｘｉｊｅｘｎ（です，まずていねい）
ｗａＯａ？ikeXn（←？ｉｋｉｊｅＸｎ）ｄｏＸ（私
が行きます）
ｗａＤａｊｕｍｅＺｎ（←ｊｕｍｉｊｅＺｎ）（私が読
みます）
ｗａｎｋ７ｉｊｅｘｎ（私が着ます）
ｐ‘ZｓａｗｌＺｊｅＺｎ（早く起きます）
ｋ?ｉｊｅｚｒａ（着ましょう）
ｋ?ｉｊｅＺｒｏＸ（着ましょう）
ｋ?ｉｊｅｚｒａｎ（着ません）
Ｍｉｊｅｚｒａｂａ（着ましたら）
ｋ?ｉｊｅＺｒｉｂａ（着ましたら）
ｋ?ｉｊｅｘｉ（着ます）
ｋ?ｉｊｅＸｎｔＪ７ｕ（着ます人）
ｋ７ｉｊｅＸｓｏＸ（着ますのは）
ｋ?ｉｊｅＸｒｏＸ（着ますでしょう）
ｋ７ｉｊｅｚｔｉ（着まして）
ｋ７ｉｊｅｘｔａ（着ました）
l３ｄ５ａ（だ断定）
？areZFunid5a（あれは舟だ）
？aｒｅｚＪｉｍａｄ５ａ（あれは島だ）
以上が志戸桶方言の調査で得られたいわゆる
助動詞に相当する形式である。これらの他に，
FaraXtUn（～しやがる，卑下）という形式も
ある。これも助動詞に相当する形式とみなして
よいかどうか，今のところはっきりしない。
FuniFuOiFaraxtun（舟を漕ぎやがる）
d5iZkakiFaraXtun（字を書きやがる）
nakiFaraZtun（泣きやがる）
kakiFaraXtura（書きやがろう）
kakiFaraXturan（書きやがらない）
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FaraXtui（書きやがる）
FaraZtuntJ7u（書きやがる人）
FaraXtuiOOanI（書きやがるまで）
FaraZtusOZ（書きやがるのは）
FaraXtuteZ（書きやがるなら）
FaraZturoZ（書きやがるだろう）
Farazturaba（書きやがらぱ）
FaraXturiba（書きやがれぱ）
FaraZturi（書きやがれ）
FaraZtunna（書きやがるな）
FaraZtuibusa（書きやがりたい）
FaraZtujaZnu（書きやがりながら）
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助動詞の相互承接
志戸桶方言の助動詞を大きく分類すると,d5a
（だ，断定）とそれ以外とに分類される。
d5aは体言を承け，それ以外の助動詞は用言ま
たは助動詞を承ける。ここではd5a以外のもの
について，用言を基点として，各々の助動詞が
どう承接するかについてみていく。
みていきたい。
2．Ｓｕｉ（せる，使役）
動詞の直後に位置するのは「使役」の助動詞
Ｓｕｉまたはｓｕｎである。
kakasun（書かせる）
tｕｒａｓｕｉ（取らせる）
1．動詞
志戸桶方言の動詞には，「動詞の活用」で述
べたように「基本」「継続」「既存」「完了」
の語形替変がある。「書く」に関する形式で示
すと，次の通りである。
基本ｋａｋｊｕｉ（またはkakjun）（書く）
継続katJuZi（またはkatJuZn）（書い
ている）
既存katJeXi（またはkatJeXn）（書い
ている）
完了katJai（またはkatJan）（書いた）
これらの形式は各々終止形にあたり，それぞ
れ活用する。助動詞に相当する形式は「基本」
の形式につくことはもちろんのことながら，他
の「継続」「既存」「完了」にもつく。「既存」
「完了」につくものはかなり限られているが，
「継続」には「基本」とほぼ同様につく。但し
ここでは「基本」の形式を中心に，これを基点
として各助動詞がどう承接していくかについて
3．ｒｉｚ（れる，受身。可能）
Sui（せる）の次に位置するのが「受身・可
能」のｒｉｘまたはｒｉｎである。
⑰動詞一受身
ｋａｋａｒｉｎ（書かれる）
㈹動詞一使役一受身
ｋａｋａｓａｒｉＺ（書かされる）
ｋａｋａｓａｔｔａ（書かされた）
4．ｊｕＺｓｕｉ（～できる，能力）
「受身」の助動詞rixの次に位置するのが「
能力」をあらわすｊｕＺｓｕｉまたはｊｕＸｓｕｎであ
る。
⑰動詞一能力
ｋａｋｉｊｕｚｓｕｎ（書くことができる）
ｔｕｉｊｕＸｓｕｉ（取ることができる）
㈹動詞一使役一能力
ｋａｋａＪｉｊｕＺｓｕｎ（書かすことができる）
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abusa（たい，願望）
jassa（やすい，容易）
？ammasa（にくい，困難）
gurusa（にくい，困難）
「能力」の助動詞ｊｕＺｓｕｉの次に位置するの
がこれらの助動詞である。これら４個の助動詞
の相互間には前後関係の順序はなく，共に同列
である。これらはすべて形容詞型活用の助動詞
である。
⑰動詞[;Ｈ１熱…Ｍ
ｋａｋｉｂｕｓａ（書きたい）
kakijassa（書きやすい）
ｋａｋｉ？ammasa（書きにくい）
kakigurusa（書きにくい）
㈹動詞~使役■受身E篭
ｋａｋａｓａｒｉｂｕｓａ（書かされたい）
ｋａｋａｓａｒｉｊａｓｓａ（書かされやすい）
ｋａｋａｓａｒｉ？ａｍｍａｓａ（書かされにくい）
ｋａｋａｓａｒｉｇｕｒｕｓａ（書かされにくい）
⑤動詞一受身一尊敬
ｋａｋａｒｉｍｐｊｏＺｊｕｉ（書かれなさる）
②動詞一使役一受身一尊敬
ｋａｋａｓａｒｉｍｐｊｏＸｊｕｉ（書かされなさる）
㈱動詞一能カー尊敬
kakijuZjimpjoZjui（お書きになること
ができる）
の動詞丁:iiil-轍
kakibusampjozjui（書きたくなさる）
kakijassampjoZjui（書きやすくなさる）
ｋａｋｉ？ammasampjoXjui（書きにくくなさる）
kakigurusampjoXjui(書きにくくなさる）
㈲動詞一使役一受身一願望一尊敬
ｋａｋａｓａｒｉｂｕｓａｍｐｊｏＸｊｕｎ（書かされた
7．ｎｅｓｓｕｉ（そうだ，のようだ，様子）
「尊敬」のmpjoZjuiの次に位置するのが「
様子」のnessuiである。ただ，これは助動詞
の記述のところでも述べたように，ｎｅ（～の
様）とＳｕｉ（する）に分析できないこともない
ので，これを助動詞とするか否かについては今
後検討してみる必要がある。但し，「尊敬」の
次に「様子」のカテゴリーが位置することは志
戸桶方言の場合にもいえる。
⑰動詞一様子
kakjunnessui（書きそうだ）
㈹動詞~使役■受身口鬮~様〒
ｋａｋａｓａｒｉｂｕｓａｎｅｓｓｕｔａ（書かされた
さそうだった）
ｋａｋａｓａｒｉｊａｓｓａｎｅｓｓｕｔａ（書かされや
６mpjoZjui（～なさる，尊敬）
「願望」等の助動詞の次に位置するのが「尊
敬」を表わすmpjoZjuiまたはmpjoZjunであ
る。これがつくと尊敬表現形式となる。
⑰動詞一尊敬
kakimpjoZjui（お書きになる）
kakimpjoXtJui（お書きになっている）
kakimpjoXtJeXn（お書きになってある）
kakimpjoZtJa（お書きになった）
㈹動詞一使役一尊敬
ｋａｋａｊｉｍｐｊｏＸｊｕｉ（書かせなさる）
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kakijassajeXn（書きやすいです）
ｋａｋｉ？aｍｍａｓａｊｅＺｎ（書きにくいです）
kakigurusajeZn（書きにくいです）
㈲動詞一尊敬一ていねい
kakimpjoxjexn（お書きになります）
②動詞~閾■尊敬■様子~…
kakibusampjoZjunnessujeXn（書きた
くなさるようです）
kakijassampjozjunnessujeXn（書き
kaki7ammasampjoZjunnessujeXn（書
きにくくなさるようです）
kakigurusampjoXjunnessujeZn（書き
すそうだった）
ｋａｋａｓａｒｉ？ａｍｍａｓａｎｅｓｓｕｔａ（書かさ
れにくそうだった）
⑰動詞一願望一尊敬一様子
kakibusampjoZjunnessui（書きたくな
さるようだ）
8．ｊｅｚｉ（です，ます，ていねい）
「様子」のnessuの次に位置するのが「てい
ねい」のｊｅｚｉまたはｊｅｘｎである。これまで
記述してきた諸形式はすべて「非ていねい」形
式である。これらの諸形式にｊｅｘｉまたはｊｅｘ－
ｎがつくと「ていねい」表現となる。
(ｱ）動詞一ていねい
kakezn（書きます）
これはｋａｋｉ（書き，連用形）にｊｅｚｎが融合
したものである。
㈹動詞一使役一ていねい
ｋａｋａＪｅＸｎ（書かせます）
ｊｅＺｎは「使役」の助動詞Ｓｕｉの連用形jiに
ｊｅＸｎが融合したものである。
⑰動詞一受身一ていねい
ｋａｋａｒｅＸｎ（書かれます）
ｒｅＸｎは「受身」の助動詞ｒｉｘの連用形ｒｉに
ｊｅｚｎが融合したものである。
②動詞一使役一受身一ていねい
ｋａｋａｓａｒｅＸｎ（書かされます）
(z、動詞一能カーていねい
ｋａｋｉｊｕＺＪｅＺｎ（書くことができます）
juZJeZnは「能力」の助動詞juXsuiの連用形
ｊｕＺＪｉにｊｅＺｎが融合したもの。
の動詞.閾~てM…
ｋａｋｉｂｕｓａｊｅＺｎ（書きたいです）
９，（ない，否定）
「ていねい」のｊｅｚｉの次に位置するのが「
否定」の助動詞ｎである。否定は、の他に，活
用語の語尾部分が長音化する方法や，あるいは
nex，ｎｅｚｎ，neZranがついて表わされる場合
もある。
これまで記述してきた形式はすべて肯定形式
である。これらの形式に「否定」の助動詞がつ
くと「否定」表現形式が成立する。
▲普通・否定形式
⑰動詞一否定
ｋａｋａｎ（書かない）
kakaz（書かない）
katJiuran（書いていない）
katJiuraX（書いていない）
㈹動詞一使役一否定
ｋａｋａｓａｎ（書かさない）
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⑰動詞一受身一否定
ｋａｋａｒａｎ（書かれない）
②動詞一能カー否定
ｋａｋｉｊｕＺＪｉｒａｎ（書くことができない）
㈱動詞－１;ｮ否壺
ｋａｋｉｂｕｓａｎｅＺｒａｎ（書きたくない）
ｋａｋｉｊａｓｓａｎｅＺｒａｎ（書きやすくない）
ｋａｋｉ７ａｍｍａｓａｎｅＺｒａｎ（書きにくくない）
ｋａｋｉｇｕｒｕｓａｎｅＺｒａｎ（書きにくくない）
⑰動詞一尊敬一否定
ｋａｋｉｍｐｊｏＸｒａｎ（お書きにならない）
kakimpjozrax（お書きにならない）
kakimpjoZtJuran（お書きになっていない）
kakimpjoXtJuraX（お書きになっていない）
kakimpjoXtleXran（お書きになっていな
kakimpjoZtJeZraZ（お書きになっていない）
㈲動詞一様子一否定
kakjunnessuran（書きそうでない）
kakjunnessuraZ（書きそうでない）
kakjunnessurantan（書きそうでなかつ
(ｸ）動詞一使役一尊敬一否定
ｋａｋａｊｉｍｐｊｏＺｒａｎ（書かせなさらない）
㈹動詞一受身一尊敬一否定
ｋａｋａｒｉｍｐｊｏＸｒａｎ（書かれなさらない）
㈲動詞一能カー尊敬一否定
ｋａｋｉｊｕＸｊｉｍｐｊｏＺｒａｎ（お書きになるこ
㈹動詞~閏■尊敬■否＆
ｋａｋｉｐｕｓａｍｐｊｏＸｒａｎ（書きたくなさらな
い）
ｋａｋｉｊａｓｓａｍｐｊｏＺｒａｎ（書きやすくなさ
らない）
ｋａｋｉｍｍｍａｓａｍｐｊｏＺｒａｎ（書きにくくな
さらない）
ｋａｋｉｇｕｒｕｓａｍｐｊｏｚｒａｎ（書きにくくなさ
らない）
②動詞一ていねい－否定
ｋａｋｅＸｒａｎ（書きません）
kakeXraX（書きません）
katJiueZran（書いていません）
katJiueZraZ（書いていません）
katJi?aｅｚｒａｎ（書いてありません）
③動詞一使役一ていねい－否定
ｋａｋａＪｅｘｒａｎ（←ｋａｋａＪｉｊｅｚｒａｎ）
（書かせません）
⑥動詞一受身一ていねい－否定
ｋａｋａｒｅＸｒａｎ（←ｋａｋａｒｉｊｅＺｒａｎ）
（書かれません）
(力動詞一能カーていねい－否定
kakijuZjeZran（←ｋａｋｉｊｕＸＪｉｊｅＺｒａ
ｎ）（書くことができません）
㈲動詞~閏■て…■否＆
ｋａｋｉｂｕｓａｍｊｅＺｒａｎ（書きたくありませ
ん）
ｋａｋｉｊａｓｓａｍｊｅＺｒａｎ（書きやすくありま
ｋａｋｉ？ａｍｍａｓａ？ajeZran（書きにくくあ
期…ねj…(書きにくくあ，
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ｋａｋａｓａｒｉｂｕｓａｔａｎ（書かされたかった）
ｋａｋａｓａｒｉｊａｓｓａｔａｎ（書かされやすかった）
ｋａｋａｓａｒｉ？ａｍｍａｓａｔａｎ（書かされにく
かった）
㈲動詞一使役一受身一様子一過去
笑う……u鰻(書かされるよ樅
紛動詞一使役一尊敬一過去
ｋａｋａＪｉｍｐｊｏｘｊｕｔａｎ（書かせなさった）
②動詞一受身一尊敬一過去
ｋａｋａｒｉｍｐｊｏＸｊｕｔａｎ（書かれなさった）
②動詞一能カー尊敬一過去
kakijuXjimpjoZjutan（お書きになる
ことができた）
㈲動詞丁鬮~尊敬■過±
kakibusampjoXjutan（書きたくなさっ
た）
kakijassampjoXjutan（書きやすくなさ
った）
ｋａｋｉ？ammasampjoXjuta（書きにくくな
さった）
kakigurusampjoZjuta（書きにくくな
さった）
10.ｔaｎ（た，過去）
「否定」のｎの次に位置するのが「過去」の
ｔａｎまたはｔａである。いわゆる助動詞の中で
は，これが最も文末に近く位置する。ｔａｎがつ
<と「過去」表現形式が成立する。
▲普通・肯定。過去形式
⑤動詞一過去
ｋａｋｊｕｔａｎ（書きよった）
ｋａｔＪｉｕｔａ（書いていた）
ｋａｔＪｅｚｔａ（書いてあった）
㈹動詞一使役一過去
ｋａｋａｓｕｔａ（書かせた）
⑰動詞一受身一過去
ｋａｋａｔｔａ（書かれた）
②動詞一能カー過去
ｋａｋｉｊｕＺｓｕｔａ（書くことができた）
③動詞[;iij-過±
ｋａｋｉｂｕｓａｔａｎ（書きたかった）
ｋａｋｉｊａｓｓａｔａ（書きやすかった）
ｋａｋｉ７ａｍｍａｓａｔａ（書きにくかった）
ｋａｋｉｇｕｒｕｓａｔａ（書きにくかった）
⑰動詞一尊敬一過去
kakimpjoZjuta（お書きになった）
kakimpjoXtJiuta（お書きになっていた）
kakimpjoXtJeZta（お書きになってあっ
た）
㈲動詞一様子一過去
kakjunnessuta（書くようだった）
②動詞一使役一受身一過去
ｋａｋａｓａｔｔａ（書かされた）
㈹動詞-使役-受身-闇一過±
▲ていねい。肯定・過去形式
(力動詞一ていねい－過去
kakezta（←ｋａｋｉｊｅｘｔａ）（書きました）
③動詞一使役一ていねい－過去
ｋａｋａｊｅｘｔａ（←ｋａｋａＪｉｊｅｚｔａ）（書
かせました）
㈱動詞一受身一ていねい－過去
ｋａｋａｒｅＸｔａ（←ｋａｋａｒｉｊｅＺｔａ）（書
かれました）
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⑫動詞一能カーていねい－過去
ｋａｋｉｊｕｚＪｅｘｔａ（←ｋａｋｉｊｕｘＪｉｊｅｚ
ｔａ）（書くことができました）
局動詞~[;iiirね…
ｋａｋｉｂｕｓａｊｅｚｔａｎ（書きたいでした）
ｋａｋｉｊａｓｓａｊｅＸｔａｎ（書きやすいでした）
ｋａｋｉ？aｍｍａｓａｊｅＸｔａｎ（書きにくいでし
た）
ｋａｋｉｇｕｒｕｓａｊｅＸｔａｎ（書きにくいでした）
(、動詞一使役一受身一ていねい－過去
ｋａｋａｓａｒｅｚｔａ（ｋａｋａｓａｒｉｊｅｘｔａ）
（書かされました）
㈹動詞~圏~尊敬苅一過±
kakibusampjoXjunnessujeXtan（書
きたくなさるようだった）
ｋａｋｉｊａｓｓａｍｐｊｏＸｊｕｎｎｅｓｓｕｊｅＸｔａｎ
（書きやすくなさるようだった）
ｋａｋｉ？ａｍｍａｓａｍｐｊｏＸｊｕｎｎｅｓｓｕｊｅＸｔａｎ
（書きにくくなさるようだった）
ｋａｋｉｇｕｒｕｓａｍｐｊｏＸｊｕｎｎｅｓｓｕｊｅＸｔａｎ
（書きにくくなさるようだった）
った）
の動詞~圏 一否定一過去
ｋａｋｉｂｕｓａｎｅｎｔａｎ（書きたくなかった）
ｋａｋｉｊａｓｓａｎｅｎｔａ（書きやすくなかった）
ｋａｋｉ？aｍｍａｓａｎｅｎｔａ（書きにくくなかっ
た）
ｋａｋｉｇｕｒｕｓａｎｅｎｔａ（書きにくくなかった）
(･動詞一尊敬一否定一過去
kakimpjoXrantan（お書きにならなかっ
た）
kakimpjoXtJurantan（お書きになって
いなかった）
kakimpjoXtleXrantan（お書きになって
なかった）
⑰動詞一使役一尊敬一否定一過去
ｋａｋａｊｉｍｐｊｏＸｒａｎｔａｎ（書かせなさらな
かった）
㈹動詞一受身一尊敬一否定一過去
ｋａｋａｒｉｍｐｊｏＸｒａｎｔａｎ（書かれなさらな
㈱動詞一能カー尊敬一否定一過去
ｋａｋｉｊｕＸｊｉｍｐｊｏＸｒａｎｔａ（書くことがお
付動詞口鬮~尊敬…±
ｋａｋｉｂｕｓａｍｐｊｏＸｒａｎｔａｎ（書きたくなさ
ｋａｋｉｊａｓｓａｍｐｊｏＺｒａｎｔａｎ（書きやすく
ｋａｋｉ？aｍｍａｓａｍｐｊｏＺｒａｎｔａｎ（書きにく
くなさらなかった）
kakigurusampjoXrantan（書きに<く
▲普通。否定・過去形式
目動詞一否定一過去
ｋａｋａｎｔａｎ（書かなかった）
⑧動詞一使役一否定一過去
ｋａｋａｓａｎｔａｎ（書かさなかった）
㈱動詞一受身一否定一過去
ｋａｋａｒａｎｔａｎ（書かれなかった）
し)・動詞一能カー否定一過去
ｋａｋｉｊｕＺＪｉｒａｎｔａｎ（書くことができなか
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なさらなかった）
麟熱Ⅱ－能力（ｊｕＸｓｕｉ）(ﾐ）動詞一ていねい－否定一過去ｋａｋｅＺｒａｎｔａｎ（←ｋａｋｉｊｅＸｒａｎｔａｎ）
（書きませんでした）
②動詞一使役一ていねい－否定一過去
ｋａｋａｊｅＺｒａｎｔａｎ（←ｋａｋａｊｉｊｅＸｒａｎ
ｔａｎ）（書かせませんでした）
しり動詞一受身一ていねい一否定一過去
ｋａｋａｒｅＸｒａｎｔａｎ（←ｋａｋａｒｉｊｅＸｒａｎ
ｔａｎ）（書かれませんでした）
伯動詞一能カーていねい－否定一過去
ｋａｋｉｊｕＺＪｅＸｒａｎｔａｎ（←ｋａｋｉｊｕＸＪｉ
:〒…麺)(書にとができません乱
㈹動詞~園~てME否…
ｋａｋｉｂｕｓａｍｊｅｚｒａｎｔａｎ（書きたくあり
ませんでした）
kakijassa？ａｊｅＸｒａｎｔａｎ（書きにくく
ありませんでした）
ｋａｋｉ？ammasa？aｊｅＺｒａｎｔａｎ（書きにくく
ありませんでした）
kakigurusa7ajezrantan（書きにくく
ありませんでした）
－尊敬（mpjoxjui）一様子（nessui）
－ていねい（ｊｅｘｉ）－否定(､）
一過去（ｔａｎ）
各助動詞の語形は多少異なっていても，その
あらわれ方の順序は他の奄美・沖繩方言とほぼ
同じである。
１１．まとめ
以上みてきた志戸桶方言の助動詞の相互承接
をまとめてみると，次の通りになる。
動詞一使役（Ｓｕｉ）－受身（riz）
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助詞
志戸桶方言で調査しえた助詞とその用例を示
す。
Ｏａ（が）
ｗａＯａ７ｉｋｊｕｎ（私が行く）
ｔｕｄ５ｉ９ａＦｕｎｉｄ５ｉｎａＦａｋａｉ？id5andoZ
（妻が舟で那覇へ行ったぞ）
7iruDatJurasajaY（色がきれいね）
？ａＯＯａｋｕｒｉｂａｗａｋａｊｕｉ（彼が来ればわ
かる）
ｄａＤａｔｕｊｕｎＦａｄｚｕｄ５ａ（君が取るはずだ）
ｗａＤａｊａＺｋａｉ７ｉｋｊｕｎ（私の家へ行く）
？uｔｔｕｎｉｓｕｍｌｊｕｉ（弟にさせる）
？uttuniJiOutusumIjui（弟に仕事をさ
せる）
ｎｅｚ（に）
７ippaikjurasannjeZmatJigeZnexｎｊａｘ
(大変美しいちがいないよ）
nezはｎｉｊａ（には）の融合したものであろう。
ｎｎｊａ（に）
ｔｓ?ｕｍｕｋｅｎｎｊａ７ｉｋｊｕｎｄｏＸ（人を迎えに
行くぞ）
ｂａ（を）
「を」にあたる助詞は琉球方言では形態とし
てあらわれないのが普通である。志戸桶方言で
も，形態としてあらわれない場合が多いが，時
にはｂａという形であらわれる場合もある。
ｔｓ?ｕｍｕｋｅｎｎｊａ？ikjundoX（人を迎えに
行く）
？uｔｔｕｂａ７ａｂＩｒａｓｕｉ（弟を呼ばせる）
ｗａｍｂａｍａｔａｓｕｉ（私を待たせる）
ｋａｉ（へ）
ｊａｚｋａｉ？iｋｊｕｎｄｏＸ（家へ行くぞ）
？ａｍａｋａｉ？iｋＩｂａｂｕｔｉｒａｒｉｎｄｏＸ（あそ
こへ行ったら叱られるぞ）
ｄａＺｊａｄ５ａＸｋａｉ７ｉｋｊｕｓｕｊｏＺ（あなた
はどこへ行くのよ）
ｔｕｄ５ｉＤａＦｕｎｉｄ５ｉｎａＦａｋａｉ７ｉｄ５ａｎｄｏＺ
（妻が舟で那覇へ行ったぞ）
ｓｕｔｕｋａｉ？id5iraraZ（外へ出られない）
ｎｉ（に）
７ａＯｋｗａＺ？ujaninitJun（あの子は親に
似ている）
？uｔｔｕｎｉｋａｋａｓｕｉ（弟に書かせる）
？uｔｔｕｊａｊａＸｎｉｗｕｎｄｏＸ（弟は家に居る
ぞ）
ｊａｍａｔｏＺｗａＺｓａｉｎｉ？id5andoX（大和は
若い時に行ったぞ）
７ｉＤｇａＺｎｉｋ?ｗａｒｉｎｄｏＺ（犬にかまれる
ぞ）
ｔＪｉ（へ）
Fｕｍａｔｌｉｋｕｚ（ここへ来い）
ｔｕ（と）
７ujatumad5iZni？iｋｊｕｎｄｏＺ（親と一緒
に行くぞ）
ｔＪｉ（と）
?ａＤＯａ？iｋｊｕｎｄｏＸｔＪｉｔＪａｎ（彼が行くぞ
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ｓｕ（の，準体助詞）
ｄｕｘｄ５ａｘｎｉ？ａｓｕｊｏＺ（どれどこにある
のか）
ｔａＯＯａｋａｋｊｕｓｕｊｏＺ（誰が書くのか）
？ａＪＪｉｎａｔｉｊｏＸｄ５ｉｎＪｉｒｉｔＪｉ？ｉｊｕｓｕｄｏＸ
（だから用心しろというのだぞ）
？ａＯＤａｓａｇａｔＪｕｓｏｚｄｉｒｕｋａ（彼がさが
しているのはどれか）
と言った）
jｏＺｄ５ｉｎＪｉｒｉｔＪｉ７ｉｊｕｓｕｄｏＸ（用心しろ
というのだぞ）
tｕｒａｎｔＪｉｔＪｉｋａｒａｔｕｔｕｎｄｏＸ（取らない
と言ってから取っているぞ）
ｋａｒａ（から）
ｔｉＯｋａｒａ？utitikjuXn（天から落ちてく
る）
maFakaramudutikjundoZ（那覇から戻
ってくるぞ）
tｕｒａｎｔｌｉｔＪｉｋａｒａｔｕｔｕｎｄｏＸ（取らない
と言ってから取っているぞ）
ｍａｄＹ（まで）
ｎｊａｍａｍａｄＩｍａｔｔＪｉｍｕｋｕｒａｎｓｏｚ（今
まで待っても来ない）
？aJJimadl？ｉｔＪｉｋａｒａｎｉｗａＪＪｉｔａｇｉｒｉ
ｊａｋ?ｉｋａｎｄｏＺ（そんなにまで言ってから
に，忘れたならば許さないぞ）
ｎａＦａｍａｄｌ？iｄ５ｉｋｊｕｓｓａ（那覇まで行っ
てくるさ）
warabifntJaXnimadlwarawarin（子
供にまで笑われる）
ｔｓ?ｕｋｉｎｕ？aDajummadlmupatarakjun
（月の上がるまで働く）
jokka（より）
ｄａｊａ７ａｒｉｊｏｋｋａｍｕｄ５ｏＸｂｕｄ５ａｓｏＺ（君
は彼より丈夫である）
ｄ５ｉ（で）
hakkoxCiXd5its?ukkjundoz（箱は木
でつくる）
Ｆｕｎｉｄ５ｉｎａＦａｋａｉ？id5andoX（舟で那覇
へ行った）
ＪｉＺｄ５ｉ？umariti（志戸桶で生れた）
ｐａｍａｄ５ｉ？asubjundoX（浜で遊ぶぞ）
Ｆｕｒｉｄ５ｉｄ５ｉＺＯａｋａｋａｒｉｎ（これで字が
書ける）
DanＩ（まで）
ｗａＤａｋａｋｉｚｎＤａｎｌ？ａｒｅｚｋｕｒａｎｔａｎ
(私が書くまで彼は来なかった）
?ikiZDDanl（行くまで）
miZDDanif（見るまで）
ｋｉＺＯＯａｎＩ（来るまで）
ｎｕ（の）
ＣｉＸｎｕｊｕｄａｈａｒｉｔｕｎ（木の枝が枯れてい
る）
？ｕｊａｎｔｌａＸｎｕ７ｉｊｕｎｔｕＺｉｎｉＪｉｒｉｊｏＺ
（親の言う通りしなさいよ）
ｔS7ukinu7aOajummadImupatarakju、
（月の上がるまでも働く）
bakkai（ばかり）
mIdzubakkainudui（水ばかり飲んでい
る）
katJibakkaiwun（書いてばかりいる）
be【（ばかり）
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？u、？iｊｏＸｔＪａｎｓａｂｅＺｓｕｋｋａ（この魚は
いくらばかりするか）
ｍｕｎ（が）
７areXJittlummunhataran（彼は知っ
ているが，教えない）
Ｊｅｚｊａｊｕｚｎｕｍｊｕｍｍｕｎｄ５ａＤａｊｕｚｐａ－
ｔａrakjui（酒はよく飲むが，よく働く）
JirabItammund5aDawakaraZ（調べた
が，わからない）
ｍｕｎはＲ〕の」に対応するが，これが逆接の接
続助詞として用いられる。
ｎｔＪａ（など）
?ｕｍｉｎｔＪａ？id5imirijurusandoZ（海な
ど行ってごらん，許さないぞ）
?imintJamitJaroZ（夢などみたんでしょ
う）
gureZ（ぐらい）
?ａｒｅｚｇｕｒｅｚｗａｍｍｕｄｉＭｊｕｎ（あれぐ
らい私もできる）
ｎａｔｉ（から，理由）
hamatliOajamjunnatikjuZjajasumj－
ｕｉ（頭が痛いから今日は休む）
ｗａｎｕｍｕ？iｋｊｕｎｎａｔｉｄａｍｕｋｕＸ（私も行
くから君も来い）
ｎａＪｉ（のように）
?arinaJipatarakjunts?ｕｗｕｒａｎｄｏＺ
(彼のように働く人はいない）
?ａｎｔｓ?unajipatarakjunts7o2wura
n（あの人のように働く人はいない）
ｊａＸｎｕ（ながら）
wIXjaXnu7ijun（起きながらいう）
d5ixkakjaznu（←ｋａｋｉｊａｚｎｕ）
kaODeXjun（字を書きながら考える）
？akkjaXnu（←？akkijaZnu）ｊｕｍｊｕｉ
（歩きながら読む）
ｎｅｎ（の）
tｕｉｎｅｎｔｕｂｉｓｏＸ（鳥の飛ぶみたいだ）
ｂａ（ぱ）
ｎａｍａ？iｋＩｂａｍａｎｉＭｊｕｎｄｏＸ（今行けば
間に合うよ）
ｗａＤａｋａｋａｂａｍｉｒｉｊａＸ（私が書かぱ見
なさい）
ｔｅｘ（なら）
d5iZkatJuXteX？abIrannen？ukI（字
を書いているなら呼ばないでおけ）
?aｍｌＦｕｔｅＸｊａｍｌｊｕｉ（雨が降るならや
める）
munni（のに）
７ｕｒｅＸｔＪｏＺｍｕｗａｋａｒａｍｍｕｎｎｉｎｕＺＤａ
ｗａｋajunnja（これさえわからないのに，な
にがわかるか）
ｍａｉｓｅＺｒａｄＩｋＩｊｕｍｍｕｎｎｉｄａｊａｄｌｋＩｒａ
ｎｓｕｎａ（女でさえできるのに，君はできな
いのか）
ｔｕ（と）
？ｉＤＤａＸｔｕｍａｊａｔｕｄ５ａＺＯａｔｓ７ｕｓａｋｋａ
(犬と猫とどちらが強いか）
ｊａｒａ（やら）
?ubIsants7uZjarawarabMJaZmadI
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ｔｌｏｘ（さえ）
？ｕｒｅｘｔＪｏｚｍｕｗａｋａｒａｍｍｕｎｎｉｎｕＸ
Ｏａｗａｋajunnja（これさえわからないのに
なにがわかるか）
gabaJJiwun（大人やら子供まで多くいる）
ｊａ（は）
？uｔｔｕｚｊａｊａｚｎｉｗｕｎｄｏｘ（弟は家に居る
ぞ）
ｄａｊａ？ａｒｉｊｏｋｋａｍｕｄ５ｏｘｂｕｄ５ａｓｏｘ
（君は彼より丈夫だぞ）
？iDOaZjats?ukudeZru（犬は強いのだ）
Ｊｅｘｊａｊｕｚｎｕｍｊｕｎ（酒はよく飲む）
ｋｊｕＺｊａｊａｓｕｍｊｕｉ（今日は休む）
ｊａが前の形式に融合してしまう例も多い。
hakoZCiZd5its7ukkjundoX（箱は木で
つくる）
？aｒｅＺｎｕＺｋａ（なれはなにか）
FumaxnatsoxsudasaFujozmukusa
nuＺｍｕ？ijunkutoxnezran（ここは夏
は涼しいし，冬は温いしなにも言うことはない）
ｓｅＺｒａ（さえ）
ｍａｉｓｅＺｒａｄＩｋＩｊｕｍｍｕｎｎｉｄａｊａｄＩｋＩｒａ
ｎｓｕｎａ（女でさえできるのに，君はできな
いのか）
ｍＹｄｚｕｓｅｘｒａｎｕｍａｎ（水さえ飲まない）
ｄｌｍｕ（でも）
？uｔｔｕｄＩｍｕｗｕｔｅＸｔｓ７ｕｒｉｋｕＸｊｏＸ（弟
でもいたらつれてこいよ）
ｄｏＺ（ぞ）
ｎａｍａ？iｋＩｂａｍａｎｉＭｊｕｎｄｏＺ（今行けば
間に合うぞ）
？atJaZkjuzndoz（明日来るぞ）
ｍｉｊｕｎｄｏｘ（見るぞ）
ＭｕｓａｎｄｏＺ（強いぞ）
ｗａＤａｔｕｊｕｎｄｏｚ（私が取るぞ）
ｎｊａｚｎｊａｍａｔｕｂｊｕｎｄｏｚ（もうやがて飛ぶ
ぞ）
ｔｕｔｕｎｄｏｚ（取っているぞ）
katJundoX（書いているぞ）
ｍｕ（も）
ｎｊａｍａｍａｄＩｍａｔｔＪｉｍｕｋｕｒａｎｄｏＺ（今
まで待っても来ないぞ）
？ａｒｉｊｏｋｋａｍｕｄ５ｏｘｂｕｄ５ａｓｏｚ（彼より
丈夫だ）
ｗａｍｍｕｍａｄ５ｉｎｉｋａｍｏＸ（私も一緒に食べ
よう）
？ａｒｉｍｕＦｕｒｉｍｕｊｕｔａｓａｉ（あれもこれ
もみなよい）
ｄａｍｕＦｏＸｗａｎｎａ（君も買わないか）
ｗａｎｕｍｕ？iｋｊｕｎｎａｔｉｄａｍｕｋｕｚ（私も
行くから君も来い）
？ａｊＪｉＪｉｍｕｊｉｒａｎｔｉｍｕｄａＸｋａｔｔｉｄ５ａ
（そうしてもしなくても君の勝手だ）
ｐ５ＺｓａｗＩＺｔｉｍｕｍａｎｉ?oXwaX（早く起き
ても間に合わない）
ｎａ（な）
sｓａｔｕｎｎａ（草を取るな）
ｗｕｓｕ？iｎｎａ（うそいうな）
、（か）
wａＤａｋａｋｊｕｍｌ（私が書くか）
ｍｉｊｕｍＩ（見るか）
sｕｍｌ（するか）
－１１６－
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kｊｕＸｍＩ（来るか） ｄａｍｕＦｏＸｗａｎｎａ（君も買わないか）
Ｆｕｍａｎｉ？ａｓｕｎａ（ここにあるのか）
Ｆｕｒｉｎａ？aｒｉｎａｄｉｒｕＯａ（これかあれか
どれか）
ｋａ（か）
？uｒｅＸｎｕＺｋａ（これは何か）
ＦｕｒｅＸｔａＺｍｕｎｋａ（これは誰のものか）
？u、？iｊｏＸｔＪａｎｓａｂｅＺｓｕｋｋａ（この魚は
いくらばかりするか）
？aＤＤａｓａｇａｔＪｕｓｏＺｄｉｒｕｋａ（彼がさが
しているものはなにか）
ｎｊａ（か）
nuZDawakajunnja（なにがわかるか）
dａＤａｔｕｊｕｎｎｊａ（君が取るか）
ｄａｊａ７ｉｋｊｕｎｎｊａ７ｉｋａｎｎａ（君は行く
か行かないか）
、ａ（か）
ＦｕｒｉＯａ？aｒｉｎａｄｉｒｕＤａ（これかあれか
どれか）
ｊａｘ（ね）
？anuwunagoZ？ippaikjurasannjeZ
matJigezneznjaｚ（あの女は大変美しいに
ちがいないね）
７iｋａｎｓｕｄ５ａｊａＺ（行かないのだね）
turoZjaX（取ろうね）
kjurasaijaZ（美しいね）
kajax（かしら）
？uttuZja？itsukjukkajaX（弟はいつ
くるのかしら）
７aｒｅｚｊａＸｎｉｗｕｋｋａｊａｘ（あれは家に居
るかしら）
ｊｏＸ（よ，ね）
？a､ｕｊｏＺｄａｊａｊｏＸｊｕＺｋａＤＯ６Ｚｔｉｋｕｒｉ
ｊｏＸ（あのね，君はね，よく考えてくれよ）
naZmeZtJazJiJJi？usunanajeZtijoX（
あなたはどうしておそくなりましたかね）
？anujoXnjaZnai？uｂＩｓａｔａｄｄｏＸＯａ（
あのね，もっと大きかったでしょうが）
ｎａ（か）
ｍａｉｓｅＺｒａｄｉＭｊｕｍｍｕｎｎｉｄａｊａｄｉＭ－
ｒａｎｓｕｎａ（女でさえできるのに，君はで
きないのか）
？atuniduttsuinukujusuna（あとに１
人残るのか）
－１１７－
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代名詞
▲志戸桶
志戸桶方言の代名詞を示すと，第１０表の通
りになる。
特徴的なことをあげると，次の通りである。
(1)第三人称で近称と遠称の対立は比較的明確
であるが，近称と中称とは明確な対立を示さな
い。たとえば，話手側に近いものに対してｍｒｉ
（これ）とも？uri（それ）ともいえる。
第１０表 志戸桶方言・代名詞
－１１８－
`情
態
関
係
方
向
場
所
事
物 人
waｎ（私）
ｗａｎｕ
ｗａｎｎａ
(私）
ｗａ
(私たち）
(私）
waZtJaZ（私たち）
daz（おまえ）
nazmi（あなた）
daZgureZ（おまえたち,卑語）
daxtJaz（おまえたち）
dannaz（おまえたち）
naxtJax（あなたたち）
第一人称
（話手）
第
二
人
称
（聞手）
hａＪｉ
(こう）
haJJun
(こんな）
haJi
(そう）
haJJUn
(そんな）
?aJi
(ああ）
?aJJun
(あんな）
tJazJi
(いかに）
⑪aXJun
(どんな）
Ｆｕｎｕ
(この）
Ｆｕｎ
(この）
?ｕｎｕ
(その）
？ｕ、
(その）
?ａｎｕ
(あの）
？ａｎ
(あの）
ｄｉｎｕ
(どの）
ｄｉｎ
(どの）
Fｕｍａｋａｉ
(ここへ）
７ｕｍａｋａｉ
(そこへ）
?aｍａｋａｉ
(あそこへ）
d５ａｘｋａｉ
(どこへ）
Ｆｕｍａ
(ここ）
ＦｕｎｒｅＸ
(ここら）
?ｕｍａ
(そこ）
?ｕｍａｎｒｅＺ
(そこら）
?ａｍａ
(あそこ）
?ａｍａｎｒｅＺ
(あそこら）
d5az(どこ）
Fｕｒｌ
(これ）
FｕｒｉｎｎａＺ
(これら）
?ｕｒｉ
(それ）
７ｕｒｉｎｎａＸ
(それら）
?ａｒｉ
(あれ）
?ａｒｉｎｎａＺ
(あれら）
ｄｉｒｕ
(どれ）
ｄｉｒｉｎｎａＸ
(どれら）
Ｆｕｒｌ (これ）
FuntJ7uX（このかた）
Ｆｕｒｌｎｎａ (これたち）
FuntJ7un域aＺ（このかたたち）
？ ｕｒｌ (それ）
?untJM（そのかた）
?urinna（それたち）
?untmuntJaX（そのかたたち）
?ari（あれ）
?antJ?uｘ（あのかた）
７arinna（あれら）
7antmuntJaZ（あのかたたち）
taｎ（だれ）
dintJ?ｕ（どのかた）
tａｒｕｎｎａ (だれたち）
dinbj7untJaZ（どのかたたち）
近
称
中
称
遠
称
不定称
第
三
人
称
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の通りになる。
古仁屋の場合は第三人称の近称・中称。遠称
・不定称の語形上の体系は比較的明瞭で，近称
はｋ－，中称は？u－，遠称は？a－，不定称は
ｄ－で特徴づけられている。
また，複数接尾辞としては一taxと－kjaXが
あらわれる。
kut-tax（二れたち）wax-kjax（私
たち）
７ut-taX（それたち）ｎａＺ－ｋｊａＸ（あ
なたたち）
？at-tax（あれたち）kuntJun-kjax
（このひとたち）
志戸桶の複数接尾辞一tJaxは古仁屋の
一ｋｊａｘ等から変化したものと解される。
表では？uriは一応中称として位置づけてある
が，これはどちらかといえば，近称の意味領域
と大部分重なっていると解される。その点で志
戸桶方言の中称は国語の中称とは意味領域を異
にしているといえる。
②複数をあらわす接尾辞として-,,ａと
－tJaxがあらわれる。
ｗａ－ｎｎａ（私たち）ｗａ－ｔＪａｘ（私たち）
ｄａ－ｎｎａ（おまえたち）daX-tJaX（お
まえたち）
Ｆｕｒｉ－ｎｎａ（これら）
▲古仁屋
昭和５０年に調査した古仁屋の代名詞も示し
ておく。話者は四本武俊氏（８１歳）である。
古仁屋の代名詞を表にして示すと，第１１表
－１１９－
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原
叩
逗
■
加
枳
咄
ｕ
扣
踊
二
髄
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髄｜＜緯
(鮨叶）
髄||＜緯
(題H卜）
雛１１１＜緯
唄緯 任緯 鯛緯 惜恨緯
＜
（心但韓）魁互潟屡
（漠）
ロ⑪』房
（心但但轡掲）魁互温ロ
（心但Ｋ制鴇）温互③僧兵
（但禅褐）［巳葡ロ
（但禅侭）
［巨飼ロ
（恨柵狸）⑪揖己←
（心但剤へ×巳Ｕ）魁互
『ロ百口ロ勇
（
四
世
僖
川
盲
旦
百
出
（判つＣＭ）ロ宕口【三
（→括川）門口割
（心担ぐｅ坪）函⑩冨言百目星
（
心
但
馬
Ⅳ
）
渦
怠
三
（くｅｗ）ロ言昌一
（纂申）白へ
（四判くｅ褐）具曽自官兵
（
心
但
兵
穐
）
魁
菫
三
（ペｅ褐）己宕目二
（慕掲）局へ
（心担ぐｅ幻）函飼互言宕白老
（
心
契
裏
坦
）
潟
芭
旦
（心担、長担）
問⑩一一渭己
（くｅ幻）ロ百回ぞ
（
兵
担
）
目
ご
（
寝
担
）
図
（暮廻）員己
締辱
（四自転川）函⑰二一口畠
（岳Ⅲ）目望
（①岳坪）葛二三
（岳Ⅳ）揖三
（
④
長
掲
）
魁
遣
三
（岳褐）周一
（④岳幻）苗菫弓
（馬幻）約宕
螺碇
（④
ｊ
ｊ
１
１（
）⑩【契甸⑤【ロロ］
ｊ
ｊ
１
Ⅲ
）函呵［■口學
（①ＵⅣ）具望弓日ロト
（ＭⅣ）⑩日ロ（
（①川叩褐）⑪互酉⑪日星
（Ｍ坪掲）沼日長
（』
Ｊ１幻）飼戸望甸
（
Ｊ１
⑰で
幻）恩己
枳但
（ノ、ｊＭＭ）
眉宕⑩昌呵【望甸飼巳ロ】
（
く
ｊ
ｊ
１
１
）
ロ⑰里
（ノ、凸Ｍｗ）
『岩⑩二③『望ロロロロ⑤①コト
（ノ、Ｕ坪）ロ⑪①ロ←
（ノ、ｊＭｗ褐）
肩宕呵二⑩『里色ロロロ⑰①⑩←
（くＭ坪掲）口飼ロミ
（ノ、④Ｕ幻）
｛宕呵昌飼戸望画温で
（くＭｍ）百百回目魁己
趣達
（ＣＭ）
ロ
ロ尋
（ｅ即）
ロ口←
（ｅ幻）ロ⑤←
（ｅ幻）白石
班鎚
（響＆川）ロ旦温］
（心
Ｊ１
）｛一函⑤型
（響皇Ⅳ）ロロ言①二
（の坪）二苗①三
（轡呈掲）ロ百万①日
（掲掲）二回＠口（
（禅旦幻）目ロー具碧←
（か幻）星⑩【望浜
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親族名称と人称代名詞
志戸桶方言の親族名称とその総称・呼称，親
族名称と人称代名詞等との関係を示すと，第１２
表の通りとなる。
親族名称では次の語形が特徴的である。
？ad5iz（祖父）？anix（祖母）jakklx
（父）kIDkaX（兄）baDkwaZ（姉）
ｍａｉｚ（妹）matab6z（末っ子）
家庭によっては母をbax，祖母を？ammaz，曾
祖母を？uFammaXというところもあるようで
あるが，これが士族・平民の違いによるもので
あるか否かは不明である。
兄は－番上の兄を？uFukiDkaX（大きい兄）
自分のすぐ上の兄を？inakYDkaz（ノトさい兄）
と呼ぶ。それと平行的に姉も？uFubaDkwaz（
大きい姉）７inabaOkwaX（小さい姉）とい
う。
次に，総称であるが，ここではたとえば，7ｕ－
Ｆｕ?ad5iz（曾祖父）と？uFu?anix（曾祖母）
を？uFu?ad5iWaniX（曾祖父母）と称し，？a-
d5ix（祖父）と？anix（祖母）を合わせて？a-
d5iX？aniz（祖父母）と称するような語形を
示してある。
呼称は「夫ｅｇｏ」を中心にして，それが「誰，
ごはんですよ」「誰，ちょっといらっしゃい」
と呼ぶ場合に，「誰」のところを，具体的に「
曾祖父」から「玄孫」までの各々で置きかえた
とき，各々がどう呼ばれるかを示したものであ
る。それによると，志戸桶では姉から上の目上
に対してはほとんど親族名称を呼称として用い
ていることがわかる。
ｊａｋｋＩＺｍｕｎｄｅｄｄｏＸ（お父さん，ごはんで
すよ）
？aｄ５ｉｚｍｕｎｄｅｄｄｏｘ（おじいさん，ごはん
ですよ）
但し「伯叔父」「伯叔母」を呼ぶときは親
族名称とは異なる語形があらわれる。たとえば
？uFuwud5iZ（伯父）？uFuwubaZ（伯母）
を人に紹介するとき，
ｗａｘ？uFuwud5izdeddoz（私の伯父です）
ｗａＺ７ｕＦｕｗｕｂａＸｄｅｄｄｏＺ（私の伯母です）
とはいえるが，
※ｗａＺｗｕｍｍＩＺｄｅｄｄｏＺ（私の伯父です）
※wax？abald[IＸｄｅｄｄｏＺ（私の伯母です）
とはいえない。
また，呼びかけるとき，
ｗｕｍｍ１Ｘｎａｉ？uｍｏＺｒｉ（伯父さん，ちょっ
といらっしゃい）
７abakkIXnai7umozri（伯母さん，ちょ
っといらっしゃい）
とはいえるが，
※？uFuwud5iznai？ｕｍｏＸｒｉ（伯父さん，
ちょっといらっしゃい）
※？uFuwubaxnai？ｕｍｏｚｒｉ（伯母さん，
ちょっといらっしゃい）
とはいわない。
wud5iz（叔父，指称）とwummlDkwaX（
叔父、呼称），ｂａｚ（叔母，指称）と？aba-
kkif9kwaZ（叔母，呼称）についても同様で
ある。
「妻」以下の目下の者に対してはすべて名前
で呼んでいる。
親族名称と人称代名詞とのかかわりぐあいを
みたのが次の人称代名詞のワクである。「曾祖
父」から「玄孫」までの各々が自分を話手とい
－１２１－
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親族名称は古仁屋では項目によっては士族・
平民の違いがあらわれる。たとえば，「兄」は
士族では？anjoXであり，平民はｊａｍｍｌであ
る。「姉」も士族は？aJex，？anIであり，平民
は？ａｇｏＺである。
総称はあまり多く語彙を見い出すことができ
なかったが，表に示したもの以外に，次のよう
な語も得られた。
？ujaFutJi（祖先）ｊｉＣｉｒｉ（姉妹から兄弟
をさす語）wunari（兄弟から姉妹をさす語）
harutJi（親戚）Cikihara（血族）？i－
ｔｏｋｏ（徒兄弟）Futa?itoko（又従兄弟）
呼称は「夫ego」を中心にして，目上の者に
対しては親族名称を用い，目下は名前を用いる。
人称代名詞との関係では，一人称はｗａ，ｗａ－
ｎを用いる。二人称では「夫ｅｇｏ」を中心に
して，目上に対してはｎａｍ（あなた）を用い，
目下に対しては？ura（おまえ）を用いる。三
人称では目上に対しては親族名称を用い，目下
には名前も用いるが，ｋｕｒ（これ）？uｒ（
それ）？aｒ（あれ）も用いることができる。
「はい」という返事では，同じく「夫ｅｇｏ」
を中心にすると，呼ばれた時，目上に対しては
ｗｏｘを用い，目下には？､ｘを用いる。また，
承諾の時は，目上に対しては？oｚを用い，目下
にはｃｉｚを用いる。
う関係において表現するときは，すべてｗａ，
ｗａｎｕ，ｗａｎを用いる。また「夫ｅｇｏ」を中心
にして「曾祖父」から「玄孫」までを各々聞手
という関係で表現した場合，目上の者に対して
はｎａｚｍｉを用い，同等または目下に対しては
dazを用いる。伯母・叔母はnazmiを用いる場
合もあるし，ｄａｘを用いる場合もある。「曾祖
父」から「玄孫」までを第三人称で表現すると
目上の者に対しては親族名称を用いる。「妻」
以下の目下の者に対しては，名前を用いる場合
もあるが，また，Ｆｕｒｉ（これ）？uri（そ
れ）？ari（あれ）も用いることができる。
最後は「夫ｅｇｏ」が「曾祖父」から「玄孫」
までの誰からか呼ばれた時，あるいはそのうち
の誰かに承諾したという返事をする場合の，「
呼ばれた時」の「はい」と，「承諾した時」の
「はい」の語形を示したものである。呼ばれた
時は，目上に対してはｈｏＺを用い，同等または
目下に対してはｎｕＤａ（なにか）を用いる。
また，承諾した時の「はい」には，目上に対し
ては？oｚを用い，同等または目下に対しては
？'ｘを用いる。
▲古仁屋
古仁屋方言の親族名称とその総称・呼称，お
よび親族名称と人称代名詞等との関係を示すと
第１３表の通りとなる。
これも昭和５０年８月，四本武俊氏（８１歳）
から調査したものである。
－１２２－
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第 12表 志戸稿方言@親族名称と人称代名詞
ト4
lV 心。
人称代名詞 「はし、」とし、う返事
目 親族名称 小ゐE心F、 称、 呼 称、
一人称 ニ人称 三人称 呼ばれた時 承諾の時
曾祖父 ?UFU 7ad3I! 親族名称、を用いる
} ?uFu?ad3i: 7ani! 
曾祖母 7UFu?ani: ff 
祖 父 ?ad3i r ff 
}?ad3i!?ani! 
祖 母 ?ani! ff 〔年上(目上)J 〔年上(目上)J
na!ロ11 ho! ?o! 
父 j akki.: If を を を
}?吋atai 用 親 用 用
母 ?ammar I! し、 族 し、 し、
る 名 る る
量
、息
伯 父 ?u Fuwud3i! wu口1ml! 称
}wud3i ntS a1 wa を
7奴 父 wud3i! wummi.'.!)kwa! wanu 用
wan し、
イ自 母 7uFuwuba! ?abakki: 子ζ る
}wuba叫 a: 用
叔 母 ba! ?abakk i.gkwa! し、
る
兄 ki.gka! 親族名称を用いる
姉 ba:gkwa! f! 
夫(ego ) wutu 
kjo'::de!ntSa! 
妻 tud3i 
量
弟
〔同ちゃ
〔何等@年下〕
妹 ロ1ai ! Furl (目下)
da1 ?uri nu.!)a ?i.: 
姪 mir kkwa 〔年下(目下)J を ?arI (なにか) を
}miwi! ntSa! 名 用 を を 用
甥 WI1 kkwa 目IJ し1 用 用 し、し、
を る る し、 る
長 男 S I dabo1 呼
~ 
る、同耐
と
ぶ ヵ:
次 男 ?uttubo= で
き
る
一 男 sambammlnu 
?uttubo1 
事
長 女 S i dama i! k?wanもJa:
次 女 ?uttumai! 
女一 saロlbaロlmmu
?uttumai! 
末 Jコ 子 ma tabe! 
孫 ロ1ago!
曾 孫 matamago! magonも，Sa!
玄 孫 Fimago! 
???
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人称代名詞
人材、代名詞 れまし、」 とし、う返事
工百 目 親 族 名 称 巾ら応し、、 称 呼 称、
一人称 二人称 三人称 呼ばれた時 承諾の時
曾祖父 7UFU?UFUSSU! 
曾祖母 ?uFuhanne: 
祖 夫 fUS SU! 
親
naロ1
旨
祖 母 hanne! ふcよ 親
族
用 族
名
wo! ?o: 
父 d3u1 し、 名 を を
称
る 称、 用 用
を
母 ?amma を し、 し、
用
用 る るし、
伯(叔)父 wud3i し、
る 』
る
伯(叔)母 wuba， kkむ 羽ra
羽ran
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